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【今月の表紙】
「希望を胸に」
（長万部小学校卒業式）

もくじ
ピックアップおしゃまんべ　ピックアップおしゃまんべ　…………………………………… ２－３２－３
町政執行方針　町政執行方針　…………………………………………………………………… ４－９４－９
教育執行方針　教育執行方針　………………………………………………………… １０－１１１０－１１
一般会計予算　一般会計予算　………………………………………………………… １２－１４１２－１４
町議会定例会　町議会定例会　………………………………………………………………………… １５１５
行政機構図　行政機構図　……………………………………………………………… １６－１７１６－１７
ふれあい健康センター通信　ふれあい健康センター通信　………………………… １８－１９１８－１９
生涯学習情報　生涯学習情報　………………………………………………………… ２０－２１２０－２１
北海道新幹線情報　北海道新幹線情報　……………………………………………………………… ２２２２
地域おこし協力隊通信　地域おこし協力隊通信　…………………………………………………… ２３２３
いんふぉめーしょん◇生活情報　いんふぉめーしょん◇生活情報　……………… ２４－３９２４－３９
マイタウン・フォト　マイタウン・フォト　………………………………………………………… ４０４０



2

特 集 Ⅰ

長
万
部
小
学
校
５
年
生
総
合
発
表
会

～
エ
ン
リ
ッ
チ
ト
マ
ト
の
魅
力
を
伝
え
た
い
～

２
月
27
日
、
長
万
部
小
学
校
体
育
館
で
、
５
年
生
に
よ
る
「
～

エ
ン
リ
ッ
チ
ト
マ
ト
の
魅
力
伝
え
た
い
～
」
と
題
し
た
総
合
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
年
生
の
児
童
は
、
ト
マ
ト
の
定
植
か
ら
収
穫
・
販
売
ま
で
の

体
験
を
通
じ
て
、
生
産
者
と
購
入
者
の
視
点
を
織
り
ま
ぜ
、
体
験

し
た
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

４
グ
ル
ー
プ
で
行
わ
れ
た
ブ
ー
ス
発
表
で
は
、「
ア
グ
リ
農
場

の
努
力
」「
接
客
の
極
意
」「
極
旨
レ
シ
ピ
」「
グ
ッ
ズ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
題
し
、
児
童
の
視
点
で
感
じ
た
内
容
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

鍋
田
農
場
長
は
、
予
想
以
上
に
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、

大
変
驚
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
小
学
校
と
連
携
し
て
協
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

長
万
部
で
ロ
ケ
を
し
ま
し
た

28, 000 47, 000

長万部町字長万部352‒1

こ
の
た
び
、丹
野
利
春
さ
ん（
知

来
）
に
北
海
道
知
事
よ
り
礼
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

丹
野
さ
ん
は
平
成
13
年
３
月
よ

り
指
導
林
家
と
し
て
認
定
さ
れ
て

以
来
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
地
域

の
山
づ
く
り
を
実
践
す
る
ほ
か
、

林
業
技
術
の
普
及
や
林
業
後
継
者

の
育
成
指
導
に
尽
力
さ
れ
、
今
日

の
林
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

過
日
、
渡
島
総
合
振
興
局
東
部

森
林
室
普
及
課
よ
り
礼
状
が
贈
ら

れ
、
長
年
の
活
動
に
感
謝
と
労
い

の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

丹
野
利
春
さ
ん
に
知
事
礼
状

こ
の
た
び
、
長
万
部
出
身
の
映

画
監
督
の
坪
川
拓
史
さ
ん
が
、
現

在
撮
影
中
の
映
画
の
ロ
ケ
で
長
万

部
に
来
ま
し
た
。

撮
影
の
合
間
に
役
場
に
訪
れ
、

町
長
ら
に
撮
影
の
状
況
な
ど
を
お

は
な
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

秋
に
完
成
す
る
と
の
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
映
画
に
な
る
の
か
今

か
ら
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。
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町
教
育
功
労
・
実
践
活
動
顕
彰
表
彰

　
令
和
６
年
度
の
町
教
育
功
労
・
実
践

活
動
顕
彰
表
彰
者
が
決
定
し
、
過
日
、

役
場
会
議
室
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
社
会
教
育
顕
彰

　（
個
人
）

○
江
刺
家
　
直
樹
さ
ん

　

�

郷
土
芸
能
「
長
万
部
太
鼓
」
の
指
導

を
実
践
し
、
文
化
活
動
の
振
興
に
貢

献
。

○
鈴
木
　
栄
一
さ
ん

　

�

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
長
き
に

わ
た
り
社
会
教
育
活
動
の
振
興
に
貢

献
。

○
藤
田
　
義
弘
さ
ん

　

�

ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
と
し
て
長
き
に

わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
。

　（
団
体
）

○�

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　（
長
万
部
ソ
ウ
ル
ズ
）

　

�

第
53
回
全
道
少
年
野
球
大
会
高
円
宮

賜
杯
函
館
地
区
大
会　
準
優
勝

◆
児
童
生
徒
実
践
活
動
顕
彰

　（
個
人
）

○�

髙
森
　
功
太
郎
さ
ん

　
（
長
万
部
小
５
年
）

　

�

第
42
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大

会
男
子
５
年
走
高
跳　
優
勝

○
小
山
内
　
陽
人
さ
ん

　

�

第
８
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技

術
選
手
権
大
会
中
学
生
男
子
ク
ラ
ス

優
勝

○
小
山
　
礼
翔
さ
ん

　
�

第
52
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会
男

子
73
㎏
級　
準
優
勝

○
篠
田
　
涼
帆
さ
ん

　

�
中
学
生
税
の
作
文　

国
税
庁
長
官

賞
・
中
学
生
少
年
の
主
張
渡
島
大
会

最
優
秀
賞　
北
海
道
大
会　
奨
励
賞

　（
団
体
）

○
長
万
部
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
第
69
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
（
中
学
校
Ｃ
編
成
）　
金
賞

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

感
謝
状
贈
呈
式

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
い

た
だ
き
、
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。こ
の
た
び
の
ご
厚
情
に
対
し
、

紙
上
を
か
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
北
英
電
工
㈱
よ
り

�

新
幹
線
を
核
と
し
た
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
へ

北
英
電
工
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役

　
内
田
忠
𠮷
様

（
北
広
島
市
）

５
５
０
，０
０
０
円

◉�

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
よ
り

�

地
域
資
源
と
地
理
的
条

件
を
活
か
し
た
「
稼
げ

る
」
産
業
基
盤
と
雇
用

の
場
づ
く
り
事
業
へ

ホ
ク
レ
ン
農
業

協
同
組
合
連
合
会

　
代
表
理
事
会
長

　
篠
原
末
治
様（

札
幌
市
）

１
，０
０
０
，０
０
０
円
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和
七
年
第
一
回
町
議
会
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
執
行
に
対
す
る
所
信
と
町
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
町
長
の
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
以
来
、
今
日
ま
で
、

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い

う
信
念
の
も
と
、
町
民
の
み
な
さ

ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
長
万
部
町

の
さ
ら
な
る
発
展
と
町
民
生
活
の

向
上
、
夢
と
希
望
を
持
ち
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
町
政
の
執
行
に

あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、

町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
十
月
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
お
い
て
は
、
自
由
民
主
党
・

公
明
党
の
連
立
政
権
が
過
半
数
を

割
り
、
第
二
次
石
破
内
閣
は
、
野

党
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
予
算
案

も
法
案
も
国
会
を
通
ら
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
創
生
や

賃
上
げ
を
含
め
た
成
長
戦
略
、
防

災
強
化
、
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策

の
着
実
な
実
施
な
ど
、
真
に
国
民

の
た
め
の
政
権
運
営
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

町
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

将
来
の
北
海
道
新
幹
線
長
万
部
駅

開
業
を
見
据
え
な
が
ら
、
第
四
次

長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

に
則
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
住
み

続
け
た
い
ま
ち
、
自
主
・
自
立
し

た
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
町
民
の

参
加
と
合
意
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
各
種
施
策
の
実
現
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
大
切
に
町
政
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
町
民
の
み
な
さ
ま
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
町
政
執
行
の
主
要

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
お
も
な
施
策

未
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に
、
防
災
・
防
犯
対
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

防
災
対
策
で
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

「
防
災
拠
点
の
設
置
及
び
災
害
時

相
互
支
援
体
制
構
築
」
事
業
の
二

町政執行方針町政執行方針令和７年度令和７年度

令

町民一人ひとりの思いを大切に
将来の北海道新幹線長万部駅開業を見据え
将来に向かって住み続けたいまち
自主・自立したまち
町民の参加と合意による
まちづくりに取り組むため
木幡町長は第１回町議会定例会で
令和７年度の執行方針を表明しました
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年
目
と
し
て
、
昨
年
整
備
し
た
防

災
倉
庫
へ
の
資
機
材
配
備
や
、
災

害
現
場
で
役
立
つ
実
践
的
な
研
修

を
実
施
し
、
周
辺
自
治
体
と
の
災

害
時
相
互
応
援
な
ど
の
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
使
用
す
る
避

難
者
用
寝
具
や
非
常
食
等
の
計
画

的
な
整
備
、「
長
万
部
町
水
災
害

避
難
啓
発
動
画
」
を
活
用
し
た
地

区
別
防
災
出
前
講
座
を
開
催
し
、

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と

も
に
、
長
万
部
町
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。防

犯
対
策
で
は
、
町
内
に
お
け

る
犯
罪
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、

安
心
・
安
全
で
犯
罪
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
ガ
ス
・
温
泉
管
理
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

神
社
付
近
の
Ｒ
五
号
井
は
、
現

在
も
小
康
状
態
で
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ガ
ス
再
噴
出

の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
た
め
、
専
門
家
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
等
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
天
然
ガ
ス
事
業
所
で
は
、

東
京
理
科
大
学
へ
の
温
泉
供
給
用

と
し
て
新
た
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用

圧
縮
機
を
導
入
す
る
た
め
、
令
和

六
年
度
か
ら
設
備
改
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
圧
縮
機

関
連
の
電
気
設
備
や
配
管
設
備
工

事
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
東
京
理
科
大
学
北
海

道
・
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
四
月
八
日
、
全
国
各
地

か
ら
東
京
理
科
大
学
経
営
学
部
国

際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
の
学
生
が

入
寮
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
公
共
交

通
機
関
で
来
町
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

感
染
症
対
策
へ
の
配
慮
も
踏
ま
え

て
、
静
か
に
温
か
い
気
持
ち
で
迎

え
て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。入

寮
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学

生
と
町
民
が
イ
ベ
ン
ト
や
各
行
事

で
積
極
的
に
交
流
し
な
が
ら
、
ま

ち
の
賑
わ
い
の
創
出
と
活
性
化
に

繋
げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
も
大
学
と
の
良
好
な
関
係

を
維
持
し
、
さ
ら
な
る
連
携
・
協

力
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
条

例
に
よ
る
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
取
組
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た

な
返
礼
品
登
録
事
業
者
や
新
規
返

礼
品
の
発
掘
、
各
寄
附
受
付
サ
イ

ト
に
つ
い
て
、
魅
力
あ
る
返
礼
品

掲
載
写
真
の
加
工
や
、
検
索
最
適

化
対
策
の
研
究
、
ふ
る
さ
と
納
税

関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
Ｐ

Ｒ
広
告
の
掲
載
な
ど
積
極
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
創
生

及
び
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
寄
附
企
業
に

と
っ
て
魅
力
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
案
し
、
広
く
募
集
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
長
万
部
駅
前
周
辺
に
お

け
る
都
市
整
備
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延

伸
に
つ
い
て
、
二
〇
三
〇
年
度
の

開
業
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
、
開
業
時
期
が
未
定

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
が
計
画
す

る
駅
前
周
辺
の
都
市
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
駅
と
の
交
通
結
節
点

と
し
て
の
機
能
に
加
え
、
防
災
拠

点
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
幹
線
の
開
業
時
期
に
関

わ
ら
ず
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
二

〇
三
〇
年
度
完
成
を
目
指
し
て
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。具

体
的
に
は
、
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
と
防
災
対
策
の
強

化
を
目
的
と
し
、
現
在
の
長
万
部

駅
の
場
所
に
自
由
通
路
、
西
口
広

場
、
ア
ク
セ
ス
道
路
、
高
架
下
滞

留
空
間
と
高
架
下
駐
車
場
の
整
備
、

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
長
万
部
駅
東
口
の
土
地

区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
商
業

区
域
の
再
編
、
本
町
通
の
拡
幅
整

備
、
優
良
住
宅
地
の
造
成
、
駅
に

隣
接
す
る
場
所
へ
の
立
体
駐
車
場

と
商
業
複
合
施
設
の
誘
致
を
見
据

え
た
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
幹
線
高
架
下
の

滞
留
空
間
、
西
口
広
場
と
ア
ク
セ

ス
道
路
の
基
本
設
計
及
び
自
由
通

路
の
詳
細
設
計
を
引
き
続
き
実
施

し
、
関
係
す
る
鉄
道
事
業
者
等
と

◎募集内容　水道ガスメータ検針員　若干名
◎業務内容　詳しい内容は面接時に説明します。
◎応募資格　普通自動車運転免許を有している方
◎選考方法　面接により決定
◎募集期限　随　時
※詳細等は左記までお気軽にお問い合わせください。山越郡長万部町字長万部３０１番地１
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協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
土
地

区
画
整
理
事
業
の
都
市
計
画
決
定

は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
や
都
市
計

画
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
最

終
的
に
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

直
ち
に
事
業
認
可
申
請
の
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
長
万
部
町
の
未
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

住
民
の
み
な
さ
ま
に
安
心
・
安
全

な
生
活
環
境
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
工

事
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

新
幹
線
の
地
上
部
で
あ
る
明
か

り
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ

て
の
建
設
工
事
が
発
注
済
み
で
あ

り
、
市
街
地
中
心
部
で
も
今
後
工

事
が
本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
う
工
事
用
道
路
な
ど

の
調
整
に
つ
い
て
も
、
町
民
の
み

な
さ
ま
の
生
活
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、
最
大
限
の
配
慮
を
し
つ

つ
、
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
建

設
主
体
で
あ
る
鉄
道
運
輸
機
構
と

連
携
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
暮
ら
し
を
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り

保
健
福
祉
関
係

次
に
、
高
齢
者
福
祉
対
策
及
び

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

第
九
期
長
万
部
町
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、「
健
康
寿
命
の
延

伸
と
元
気
高
齢
者
の
活
躍
推
進
」、

「
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
」、「
多
様
な
暮
ら
し
を
支

え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
が
、
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を

目
指
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
、
相
談
や
見
守
り
体
制
等

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整

備
、
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進
、

認
知
症
の
総
合
的
な
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
を

行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
在
宅

で
の
生
活
を
支
え
る
介
護
予
防
事

業
等
を
推
進
し
、
介
護
保
険
事
業

の
安
定
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ま
が
、

そ
の
能
力
や
経
験
を
活
か
し
積
極

的
に
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
敬
老
会
へ
の
助
成
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
支
援
、
タ
ク
シ
ー
料

金
の
助
成
、
福
祉
バ
ス
の
運
行
、

入
浴
料
金
助
成
事
業
な
ど
を
継
続

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

第
四
次
長
万
部
町
障
が
い
者
基

本
計
画
及
び
第
七
期
長
万
部
町
障

が
い
福
祉
計
画
を
も
と
に
、「
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
だ

れ
も
が
自
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら

し
支
え
合
う
町
」
を
目
指
し
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
、

共
に
地
域
の
中
で
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
に

対
す
る
理
解
促
進
を
図
り
、
相
談

支
援
体
制
や
情
報
提
供
の
充
実
・

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
個
々
に

応
じ
た
的
確
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
在
住
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
が
集
ま
り
、
軽
作
業

を
行
う
こ
と
で
生
き
が
い
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
町
民
の
健
康
増
進
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

長
万
部
町
健
康
づ
く
り
計
画
に

基
づ
き
、「
健
や
か
に
産
み
育
て

る
」、「
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
悪

化
の
防
止
」、「
こ
こ
ろ
の
健
康
保

持
」
を
目
標
に
、
家
庭
や
教
育
関

係
機
関
、
町
内
会
等
の
地
域
団
体

と
連
携
し
、
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
妊
婦
一
般
健
診
、
新
生

児
聴
覚
検
査
、
不
妊
・
不
育
治
療

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、

経
済
的
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子

育
て
ま
で
切
れ
目
な
く
支
援
し
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
、
相

談
支
援
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

食
育
で
は
、
幼
少
期
か
ら
食
へ

の
関
心
を
持
ち
、
栄
養
や
食
の
安

全
へ
の
理
解
を
深
め
、
健
康
的
な

食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
悪
化
の

防
止
で
は
、
少
年
期
か
ら
の
知
識

の
普
及
や
良
い
生
活
習
慣
に
つ
い

て
の
周
知
、
健
診
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
啓
蒙
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
保
持
で

は
、
面
談
や
電
話
に
よ
る
相
談
事

業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
児
童
福
祉
関
係
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
期
長
万
部
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
・
保
育

及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。町

立
保
育
所
で
は
、
職
員
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
保
護
者

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
内
に
設
置
し
て

い
る
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
み
ん
な
の
広
場
や
遊
び
の
広

場
な
ど
、
親
子
遊
び
の
場
の
提
供
、

子
育
て
相
談
な
ど
、
子
育
て
支
援

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

よ
り
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
へ

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

拡
大
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
町

内
の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に

二
人
以
上
で
入
所
の
就
学
前
第
二

子
以
降
の
児
童
の
無
料
化
に
つ
い
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て
も
継
続
し
、
子
育
て
支
援
の
拡

充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
昼
間
、

留
守
家
庭
の
児
童
の
放
課
後
等
に
、

適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
負
荷
を
減
ら
す
生
活
を

実
践生

活
環
境
関
係

次
に
、
生
活
環
境
関
係
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
、
環

境
負
荷
を
減
ら
す
生
活
を
実
践
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば

資
源
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、

自
然
に
優
し
い
循
環
型
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
ご
み
減

量
化
の
一
環
と
し
て
、
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
の
購
入
補
助
や
廃
食
用

油
、
衣
類
な
ど
の
無
料
回
収
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
漂
着
物
の
回
収
・

処
理
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
を

活
用
し
、
静
狩
地
区
、
旭
浜
地
区
、

長
万
部
地
区
で
実
施
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
節
電
対
策
を
強
化
す
る

た
め
、
各
団
体
が
管
理
し
て
い
る

街
路
灯
の
電
気
料
金
や
設
置
改
良

に
対
す
る
補
助
を
継
続
し
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
を
進
め
る

と
と
も
に
、
維
持
管
理
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

空
家
対
策
事
業
で
は
、
令
和
七

年
度
ま
で
の
五
カ
年
計
画
で
あ
る

「
長
万
部
町
空
家
等
対
策
計
画
」

の
次
期
計
画
を
策
定
し
、
空
家
等

対
策
の
総
合
的
な
強
化
を
図
る
た

め
、
空
家
等
の
実
態
調
査
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
守
る

た
め
、
倒
壊
や
、
屋
根
・
外
壁
な

ど
の
部
材
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
、
空
家
の
解
体
工
事
費
用
を

補
助
す
る
制
度
を
、
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
幹
産
業
の
維
持
・
拡
大

農
林
漁
業
振
興

次
に
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

酪
農
経
営
の
安
定
的
発
展
を
図

る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組

合
や
乳
牛
検
定
組
合
等
に
対
す
る

助
成
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
者
の
コ
ス
ト
低
減

と
労
働
力
軽
減
を
図
る
た
め
、
町

営
に
よ
る
公
共
牧
場
事
業
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

肉
用
牛
は
、
町
有
貸
付
牛
の
貸

付
け
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

農
協
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

等
と
連
携
し
、
農
業
者
の
技
術
支

援
や
巡
回
指
導
等
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

道
営
草
地
整
備
事
業
は
、
公
共

牧
場
を
含
め
た
実
施
計
画
区
域
で
、

起
伏
修
正
四
十
一
・
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
草
地
造
成
改
良
三
十
六
・
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
暗
渠
排
水
二
〇
・

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
の
整
備
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
地
区
の
農
地
及
び
営
農
用
水

施
設
等
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
保
全
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

農
業
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
解

決
に
向
け
て
は
、「
長
万
部
町
農

業
振
興
協
議
会
」
を
中
心
に
、
農

業
者
、
関
係
団
体
、
行
政
の
役
割

を
明
確
に
し
つ
つ
、
当
町
の
基
幹

産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
の
維

持
・
拡
大
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
ヒ
グ
マ

や
エ
ゾ
シ
カ
に
加
え
、
キ
ツ
ネ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
小
動
物
に
よ
る

農
業
被
害
も
増
加
傾
向
で
あ
る
た

め
、
緩
衝
帯
整
備
や
戸
締
り
の
徹

底
等
に
よ
り
、
物
理
的
な
侵
入
経

路
を
塞
ぐ
な
ど
の
対
策
を
徹
底
す

る
と
同
時
に
、
農
林
業
被
害
の
未

然
防
止
、
及
び
特
定
外
来
生
物
の

侵
入
・
定
着
阻
止
の
た
め
、
長
万

部
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

が
、
そ
の
取
組
の
中
心
と
な
り
、

関
係
機
関
と
連
携
を
し
、
こ
れ
ら

を
捕
獲
す
る
た
め
の
わ
な
を
被
害

箇
所
周
辺
等
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

個
体
数
の
調
整
を
図
り
、
効
果
的

な
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
林
業
振
興
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

町
有
林
造
林
事
業
と
し
て
は
、

町
有
林
の
多
面
的
な
機
能
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
地
拵
・

植
栽
、
下
刈
、
保
育
間
伐
、
搬
出

間
伐
、
皆
伐
事
業
な
ど
の
一
体
的

な
森
林
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

民
有
林
保
育
事
業
は
、「
豊
か

な
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
よ
る

造
林
奨
励
事
業
補
助
を
行
う
と
と

も
に
、
町
単
独
事
業
と
し
て
「
民

有
林
造
林
推
進
下
刈
奨
励
事
業
」

に
よ
る
下
刈
事
業
補
助
を
行
い
、

林
業
振
興
と
森
林
機
能
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

分
収
造
林
事
業
と
し
て
は
、
分

収
造
林
契
約
地
の
下
刈
、
作
業
道

修
繕
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

道
営
事
業
は
、
豊
津
地
区
の
町

有
林
、
及
び
民
有
林
事
業
推
進
の

た
め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
基
幹
林
道
豊
津
・
黒
岩

線
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、
漁
業
振
興
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

本
町
の
令
和
六
年
に
お
け
る
ホ

タ
テ
貝
養
殖
漁
業
の
漁
獲
量
及
び

漁
獲
金
額
は
、
漁
獲
量
で
一
万
四

千
五
百
二
十
六
ト
ン
、
漁
獲
金
額

で
は
二
十
五
億
百
十
万
円
と
な
り
、

前
年
と
比
較
し
、
漁
獲
量
は
五
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
、
漁
獲
金
額

で
は
五
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

漁
獲
金
額
の
減
収
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ホ
タ
テ
貝
の
中
国
へ
の
輸

出
禁
止
措
置
を
受
け
た
こ
と
が
主
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な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ホ
タ
テ
の
生
育
状
況
は
、
本
年

二
月
に
渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術

普
及
指
導
所
が
調
査
し
た
結
果
、

例
年
並
み
の
生
育
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
各
関
係
機

関
と
連
携
し
、
注
意
深
く
生
育
調

査
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
振
興
で
は
、
漁
港
街
路
灯

電
気
料
の
補
助
を
行
い
、
漁
家
経

営
の
安
定
化
と
健
全
な
育
成
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な

り
、
長
万
部
漁
港
の
機
能
保
全
工

事
や
静
狩
漁
港
の
漂
砂
対
策
と
し

て
、
防
砂
堤
の
新
設
工
事
を
行
う

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
特
産
物
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

商
工
観
光
・
労
政

関
係

次
に
、
商
工
・
観
光
振
興
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

人
口
減
少
に
加
え
、
長
期
化
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
っ
て
、

地
域
経
済
は
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、
本
町
の
商
工
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
商
工
会
へ
の
運
営
費
助

成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
育
成
と
経

営
安
定
の
た
め
、
商
工
会
と
連
携

し
、
中
小
企
業
融
資
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
、
利
子
補
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
つ
ま

ん
べ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
・

町
外
の
団
体
問
わ
ず
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
会
議
に
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
、
木
育
コ
ー
ナ
ー
も
親
子
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
振
興
が
図
ら
れ
る

よ
う
利
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。観

光
振
興
で
は
、
Ｊ
Ｒ
長
万
部

駅
舎
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
長
万

部
観
光
協
会
に
よ
る
観
光
案
内
所

は
、
本
町
の
観
光
案
内
は
も
と
よ

り
名
産
品
販
売
所
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
お
り
、
観
光
客
や
町
民
の

方
に
利
用
さ
れ
、
地
域
経
済
へ
の

寄
与
が
見
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
七
年
度
は
、
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
助
成
を
行
い
、
観

光
拠
点
の
維
持
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
大
き
な
観
光
資

源
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
長
万
部
温

泉
の
温
泉
井
維
持
管
理
事
業
に
助

成
し
、
温
泉
施
設
の
安
全
と
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
催
を
前
提
に
、
本

町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す

「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ

り
」
に
助
成
し
、
地
域
特
産
物
の

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、
町
内
外

の
各
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、
地

域
の
活
性
化
を
図
り
、
観
光
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
さ
ら
な
る
観

光
振
興
・
地
域
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
労
政
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

人
口
減
少
の
影
響
や
物
価
高
騰

に
よ
り
、
全
国
的
に
雇
用
情
勢
は

不
安
定
と
な
り
、
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

本
町
と
し
て
は
、
良
質
で
安
定

的
な
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇

用
促
進
支
援
協
議
会
等
関
係
機
関

と
連
絡
を
密
に
し
、
求
人
情
報
や

各
種
事
業
等
の
周
知
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国
や
北
海
道
と
連
携
し

て
、
雇
用
の
確
保
を
積
極
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
消
費
生
活
相
談
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
消
費
生
活
相
談
の
多
様

化
に
伴
い
、
高
度
な
対
応
が
で

き
る
「
函
館
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
相
談
引
き
継
ぎ
体
制

を
整
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
が
交
付
す
る
地

方
消
費
者
行
政
強
化
事
業
補
助
金

を
活
用
し
、
担
当
職
員
を
専
門
的

な
研
修
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り

資
質
向
上
を
行
い
、
さ
ら
な
る
消

費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

各
事
業
を
計
画
的
に
実
施

建
設
関
係

次
に
、
建
設
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

土
木
事
業
で
は
、
長
万
部
町
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

町
道
橋
二
十
五
橋
の
法
定
点
検
並

び
に
二
橋
の
修
繕
設
計
及
び
一
橋

の
修
繕
工
事
を
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
補
助
事
業
を
活
用
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
維
持
事
業
で
は
、
除
雪
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
一
台
を
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
を
活
用
し

て
更
新
い
た
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
町
道
の
舗
装
補
修

工
事
及
び
排
水
路
の
清
掃
、
河
川

維
持
な
ど
に
つ
い
て
、
計
画
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
事
業
で
は
、
施
設
の
維
持

管
理
更
新
の
た
め
の
都
市
公
園
施

設
長
寿
命
化
計
画
を
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
を
活
用
し

て
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
営
住
宅
事
業
で
は
、
夜
間
停

電
時
に
お
け
る
入
居
者
避
難
時
の

安
全
確
保
の
た
め
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
町
営
住
宅
は
ま
な
す
第
二

団
地
の
共
用
廊
下
・
階
段
に
設
置

し
て
い
る
非
常
照
明
用
器
具
の
交

換
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
に

伴
う
町
営
住
宅
南
部
団
地
移
転
に

係
る
新
団
地
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
七
年
度
は
高
砂
地
区
の

六
棟
十
五
戸
の
住
宅
建
設
及
び
外

構
整
備
工
事
を
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
住
宅
施
設
や
設
備

の
維
持
、
修
繕
な
ど
、
計
画
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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健
全
で
効
率
的
な
事
業
運
営

上
下
水
道
・
ガ
ス

事
業

次
に
、
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
度
の
経
営
状
況
は
、

ガ
ス
販
売
量
は
微
増
傾
向
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
単
年
度
収

支
で
は
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

令
和
七
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
は
、
前
年
度
か
ら
継
続
中
の
新

幹
線
関
連
事
業
に
伴
う
ガ
ス
本
支

管
移
設
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

収
益
は
、
需
要
家
の
減
少
等
に

よ
る
た
め
、
昨
年
よ
り
ガ
ス
売
上

の
微
減
を
見
込
ん
で
お
り
、
あ
わ

せ
て
原
料
費
や
施
設
修
理
費
等
の

増
加
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
で
赤

字
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ガ
ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
厳
し
い
経
営
環
境
で
は
あ

り
ま
す
が
、
保
安
の
確
保
と
安
全

性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

健
全
な
経
営
を
図
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
度
は
、
給
水
件
数
、

給
水
量
と
も
に
一
月
末
現
在
で
、

前
年
度
よ
り
上
回
る
こ
と
や
経
費

等
の
節
減
に
よ
り
、
当
初
は
赤
字

予
算
で
あ
り
ま
し
た
が
、
単
年
度

収
支
で
黒
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

令
和
七
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
は
、
前
年
度
か
ら
継
続
中
の
新

幹
線
関
連
事
業
に
伴
う
水
道
管
移

設
関
連
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

収
益
は
、
給
水
収
益
の
微
増
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
動
力
費

や
施
設
修
理
費
等
の
増
加
に
よ
り
、

単
年
度
収
支
で
赤
字
の
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
経
費
の
節
減
を
図
り
効

率
的
な
事
業
運
営
を
実
施
し
、
安

全
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
利
用
状
況
は
、

令
和
七
年
一
月
末
現
在
、
供
用
開

始
区
域
内
人
口
三
千
三
百
五
十
七

人
に
対
し
、
下
水
道
接
続
人
口
は

二
千
八
百
八
十
人
で
、
水
洗
化
率

八
十
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
六
年
度
か
ら
公
営
企
業
会
計
へ

移
行
し
て
お
り
、
今
後
も
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
水
洗

化
の
普
及
促
進
に
努
め
、
自
主
財

源
の
適
正
な
確
保
と
経
営
の
効
率

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
汚
水
処
理
施
設
で
は
、

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
等
を
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
入
れ
て
、
順
調
に
稼
働

処
理
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
七
年

度
も
、
引
き
続
き
万
全
の
体
制
で

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
新
幹
線
建
設
工
事

に
伴
う
汚
水
管
移
設
工
事
関
連
業

務
、
及
び
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
く
終
末
処

理
場
更
新
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り

病
院
事
業

次
に
、
病
院
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
医
療
を
支
え
る
町
内
唯
一
の

病
院
と
し
て
、
ま
た
、
救
急
告
示

病
院
と
し
て
、
機
能
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
内
科
医
師
三
名
、

外
科
医
師
一
名
に
よ
る
診
療
体
制

を
整
え
、
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

は
北
大
病
院
か
ら
の
医
師
派
遣
に

よ
る
小
児
科
診
療
、
整
形
外
科
は

毎
月
二
回
、
眼
科
は
二
カ
月
に
一

回
を
、
そ
れ
ぞ
れ
函
館
市
内
の
民

間
病
院
か
ら
医
師
の
派
遣
を
受
け

診
療
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

土
曜
日
・
日
曜
日
の
救
急
医
療

に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
大
病
院
、

市
立
函
館
病
院
な
ど
か
ら
医
師
の

派
遣
を
受
け
、
診
療
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
住

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り消

防
関
係

次
に
、
消
防
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
複
雑
多
様
化
、
大
規
模

化
す
る
火
災
や
災
害
に
対
応
す
る

消
防
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
消

防
施
設
や
装
備
の
拡
充
を
図
り
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
か
ら

十
五
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、

早
期
更
新
の
普
及
啓
発
を
推
進
し
、

あ
わ
せ
て
、
悪
質
な
訪
問
販
売
な

ど
に
注
意
す
る
よ
う
周
知
し
て
ま

い
り
ま
す
。

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
医

療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
迅

速
な
救
急
搬
送
体
制
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
救
急
救
命
士
を
医
療

研
修
機
関
に
派
遣
し
、
必
要
な
知

識
技
術
を
修
得
さ
せ
る
な
ど
、
救

急
隊
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消

防
団
員
の
技
術
向
上
や
国
が
定
め

る
装
備
基
準
に
基
づ
き
、
装
備
資

機
材
を
計
画
的
に
整
備
し
、
団
員

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

以
上
、
町
政
執
行
の
概
要
に
つ

い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
日
々

の
変
化
を
鋭
敏
に
感
じ
取
り
、
町

民
の
み
な
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
共
に
汗
を
流
し
地
域
づ

く
り
に
邁
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。
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令和７年度

長万部町

教育行政執行方針
学

校

教

育

【�

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
向
け

た
取
組
】

近
年
、
北
海
道
に
お
い
て
も
猛

暑
日
が
増
加
す
る
な
ど
気
象
状
況

の
大
き
な
変
化
に
よ
る
児
童
生
徒

の
生
命
や
健
康
を
保
護
す
る
観
点

か
ら
、
夏
季
休
業
日
を
二
十
五
日

間
か
ら
三
十
日
間
と
期
間
を
長
く

す
る
と
と
も
に
普
通
教
室
や
特
別

支
援
教
室
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
も
熱
中
症
事
故
等
に
注
意
し

な
が
ら
児
童
生
徒
の
適
切
な
学
習

環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
活
動

の
推
進
】

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
伴

う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
が
学
校
に
お

い
て
も
定
着
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
は
、
北
海
道
に
よ
る
共
同
調

達
会
議
に
参
加
し
、
学
習
者
用
パ

ソ
コ
ン
端
末
の
更
新
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

【�

学
校
間
連
携
に
よ
る
教
育
活
動

の
充
実
と
高
等
学
校
支
援
】

小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続

の
た
め
、
幼
児
と
児
童
の
交
流
や

教
員
の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
幼
保
小
連
携
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
七
年
度
の
長
万
部
高
等
学

校
の
新
入
学
希
望
者
が
十
名
以
下

と
な
り
、
高
校
存
続
に
強
い
危
機

感
を
持
っ
て
、
生
徒
確
保
に
向
け

た
各
種
補
助
制
度
や
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
活
用
な
ど
の
支
援
に
よ
る
保

護
者
へ
の
負
担
軽
減
と
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
学
習
能
力
の
向
上
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
、
小
中
高
連

携
の
更
な
る
強
化
に
よ
り
、
魅
力

あ
る
高
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

協
力
・
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
理
科
大
学
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
や

学
生
と
児
童
生
徒
の
交
流
等
も
含

め
、
積
極
的
に
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

【�
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
連

携
・
協
力
の
推
進
】

安
全
で
安
心
な
校
内
外
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
学
校
運
営
協
議
会
と
連
携
を

図
り
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
一
体
と
な
り
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
学
力
・
体
力
向
上
へ
の
取
組
】

児
童
生
徒
の
学
習
に
対
す
る
理

解
度
の
把
握
に
努
め
、
授
業
内
容

の
工
夫
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、

学
力
向
上
に
繋
げ
る
た
め
の
授
業

改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用

し
た
家
庭
学
習
の
習
慣
付
け
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
実
態
と
課
題
を
比

較
分
析
し
、
学
校
に
お
け
る
体

育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
方
法
を

改
善
す
る
な
ど
、
体
力
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
へ
の
取
組
】

「
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
」
に
は
、
学
校

内
の
教
職
員
同
士
が
協
力
し
、
児

童
生
徒
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
支
援
委
員
会
議
な

ど
を
通
じ
て
、
幼
稚
園
・
保
育

所
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

就
学
前
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、

就
学
指
導
を
適
切
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【�

い
じ
め
防
止
・
不
登
校
等
児
童

生
徒
へ
の
取
組
】

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

学
級
活
動
や
道
徳
教
育
の
中
で
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
「
い
じ

め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
」

と
い
う
強
い
意
識
を
持
た
せ
る
た

め
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

北海道新聞長万部販売所

＠取扱紙

＠北海道新聞
＠日 経 新 聞
＠毎 日 新 聞
＠ス ポ ニ チ

本町128番地
TEL 2－2436

道新おざきDOSHIN

営業　平日10時から17時

配達員募集中！

有限会社 石垣自動車商会

急募‼
長万部町字大浜 72　
電話：2ｰ2351
　　　　　 （担当：石垣）

地域とともに歩んで６０年
整備士・検査員・受付・営業
委細面談・高給優遇・未経験者歓迎
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ま
た
、
い
じ
め
の
把
握
を
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

い
じ
め
の
早
期
発
見
に
繋
げ
、
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。不

登
校
等
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
学
校
適
応
指
導
専
門
員
の
配

置
と
北
海
道
教
育
委
員
会
事
業
を

活
用
し
た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
体
制
を
整

備
し
、
学
校
に
対
し
て
は
、
定
期

的
な
家
庭
訪
問
や
保
護
者
と
の
連

絡
を
取
り
合
う
な
ど
、
不
登
校
の

解
消
に
向
け
た
対
応
を
進
め
る
よ

う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【�

学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
と
通

学
路
の
安
全
確
保
】

児
童
生
徒
に
と
っ
て
安
全
で
安

心
な
学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
の

た
め
、
随
時
、
安
全
性
の
点
検
・

確
認
を
実
施
し
、
適
切
な
修
繕
な

ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
通
学
路
の
点
検
と
町
民

や
保
護
者
な
ど
か
ら
の
危
険
と
思

わ
れ
る
場
所
や
不
審
者
に
関
す
る

情
報
提
供
に
可
能
な
限
り
迅
速
に

対
応
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学

校

給

食

【
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
】

「
安
全･

安
心
で
お
い
し
い
給

食
」
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
成
長

期
に
あ
る
児
童
生
徒
の
心
身
の
健

全
な
発
達
の
た
め
に
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
献
立
内
容
の
工
夫

に
努
め
る
と
と
も
に
、
衛
生
管
理

の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
原
材
料
価
格
の
動
向
を

見
極
め
、
食
材
の
値
上
が
り
に
よ

り
給
食
費
負
担
金
が
保
護
者
の
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
食
材
購

入
費
を
補
填
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
食
育
の
推
進
】

食
育
に
つ
い
て
は
、
食
べ
物
を

無
駄
に
し
な
い
意
識
の
醸
成
や
食

に
対
す
る
知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
指
導
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
食
育
の
実
現
に
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
給
食
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
保

護
者
な
ど
へ
の
広
報･

啓
発
活
動

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
給
食
費
の
未
納
・
滞
納
解
消
へ

の
取
組
】

給
食
費
の
未
納
と
滞
納
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
未
納

者
へ
の
通
知
や
訪
問
、
電
話
な
ど

に
よ
る
督
促
の
ほ
か
、
児
童
手
当

か
ら
の
特
別
徴
収
も
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

社

会

教

育

【
生
涯
学
習
推
進
の
取
組
】

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
己
の
人

格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
教
育

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
町
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
推

進
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
活
動
を
は
じ
め
、
各
種
団

体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
の
支
援
を

継
続
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
世
代
に
応
じ
た
学
習
活
動
と
体

験
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
文
化
・
図
書
館
活
動
の
取
組
】

町
民
の
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る

生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
長
万
部

町
文
化
協
会
と
構
成
す
る
各
種
文

化
団
体
へ
の
継
続
し
た
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
町
民
が
意
欲
的
に

文
化
活
動
へ
参
加
す
る
機
会
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
を
活
用
し

た
舞
台
芸
術
の
鑑
賞
や
町
民
の
発

表
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
長
万

部
町
文
化
協
会
と
連
携
し
た
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
館
活
動
と
し
て
、
移
動
図

書
館
車
で
の
巡
回
や
地
域
文
庫
な

ど
の
実
施
等
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
等
を
通
じ
た
読
書
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
読
書
習
慣
の
定

着
を
図
る
た
め
、
図
書
館
か
ら
積

極
的
に
情
報
を
発
信
し
利
用
拡
大

を
図
り
な
が
ら
、
親
し
み
や
す
い

図
書
館
を
目
指
し
、
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【�

文
化
財
保
護
・
保
存
・
活
用
の

取
組
】

本
町
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り

ま
す
国
指
定
史
跡
や
、
道
指
定
天

然
記
念
物
の
ほ
か
、
静
狩
湿
原
の

保
護
・
保
存
活
動
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
本
町
の
文
化
財
を
活
用

し
た
学
習
機
会
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
等
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
調
査
に
つ
い
て
も
、
北
海
道

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
の
取
組
】

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
じ
て
、
町
民
が
健
康

で
生
き
が
い
を
持
て
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長
万
部
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
構
成
す
る
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
継
続
し
た
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
団
体
活
動

の
活
性
化
や
町
民
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
定
着
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
ー
ル
の
よ
り
一
層
の

活
用
を
図
る
た
め
、
継
続
し
た
水

に
親
し
む
活
動
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
る
体
験
活
動
等
を
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

や
道
内
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管
理
】

社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管
理

の
た
め
、
随
時
、
安
全
性
の
点

検
・
確
認
を
実
施
し
、
適
切
な
修

繕
・
更
新
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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税 目 予　算　額 構　成　比
町 民 税 270,337 千円 40.7%
固 定 資 産 税 297,501 44.8%
軽 自 動 車 税 11,690 1.8%
町 た ば こ 税 80,000 12.1%
入 湯 税 4,000 0.6%
合 　 計 663,528 100.0%

歳入の状況

町 税 の 状 況

特 別 会 計 予 算

今 年のまちの台所といえる予算は、一般会計
が６５億２,１００万円で、前年度に比較し５

億４００万円の増となりました。
　特別会計を含めた総額は、１０７億８,９９４万
円となります。

新 年度の予算編成にあたっては、税財源の確
保はもとより、歳出全般にわたる徹底した

見直しを行い、本町が誇りと希望を持てるふるさ
ととして、未来に向かい永続的に発展できるよう、
福祉の向上、産業の振興、教育の充実を柱に、各
種計画に則り予算を編成いたしました。

※特別会計の資本的会計等を掲載していないので、記載の一般会計と特別会計の合計は総額と異なります。

※町税のうち入湯税は収入の使途が特定されている目的税であり、令和７年
度予算額は400万円で、鉱泉源の保護管理施設整備等に充当されます。

（単位：千円）

（単位：千円）

２,１００万円でスタート！

国 保 会 計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

国民健康保険税 111,700 保 険 給 付 費 496,916 
道 支 出 金 506,078 国民健康保険事業費納付金 124,032 
繰 入 金 90,105 そ の 他 87,612 
そ の 他 677 

計 708,560 計 708,560 

介 護 保 険 特 別 会 計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

支払基金交付金 201,249 保 険 給 付 費 726,728 
国 庫 支 出 金 207,844 そ の 他 96,779 
道 支 出 金 119,623 
繰 入 金 165,024 
保 険 料 外 129,767 

計 823,507 計 823,507 

後期高齢者医療会計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

保 険 料 78,519 広域連合納付金 116,301 
繰 入 金 39,806 そ  の  他 2,189 
そ の 他 165 

計 118,490 計 118,490 

公共下水道事業会計 ～収益的収入・支出～
〈歳　入〉 〈歳　出〉

営 業 収 益 86,819 営 業 費 用 397,706 
営 業 外 収 益 275,752 営 業 外 費 用 9,550 

予 備 費 200 
計 362,571 計 407,456 

ガ ス 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

営 業 収 益 96,260 事 業 費 用 136,455 
営 業 外 収 益 17,004 営 業 外 費 用 9,160 
特 別 利 益 1,576 

計 114,840 計 145,615 

水 道 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

営 業 収 益 450,335 営 業 費 用 471,212 
営 業 外 収 益 16,617 営 業 外 費 用 9,955 

計 466,952 計 481,167 

総　額
6,521,000
（100%）

自依

存

財

源

主
財
源
26.1
％

73.9％

町税
663,528
（10.2%）

繰入金
554,067
（8.5%）

使用料・手数料
分担金・負担金
188,871（2.8%）

寄附金
その他
295,302
（4.6%）

地方交付税
2,405,000
（36.9%）

国庫支出金
701,318
（10.8%）

町債
1,201,100
（18.4%）

道支出金
221,133
（3.4%）

地方譲与税
その他

290,681（4.4%）

病 院 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

医 業 収 益 590,149 医 業 費 用 759,150 
医 業 外 収 益 142,694 医 業 外 費 用 2,725 

計 732,843 計 761,875 
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特
集
Ⅱ

歳出の状況（目的別） 歳出の状況（性質別）
（単位：千円） （単位：千円）

令和７年度予算を家計に例えると… 令和７年度予算を家計に例えると… 

令和７年度

一般会計予算

まちの家計簿
予算額をわかりやすくするため、歳入歳出の予算額65億2,100万円を一般

家庭に置き換えて圧縮し、500万円としています。

65億

その他の内訳

総　額
6,521,000
（100%）

諸 支 出 金　1,576（0.0%）
災害復旧費　  156（0.0%）
予　備　費　3,000（0.0%）

議　会　費　76,234（1.2%）
商　工　費　51,236（0.8%）
労　働　費　 1,371（0.0%）

総務費
1,842,935
（28.3%）

土木費
1,518,953
（23.3%）

民生費
1,023,897
（15.7%）

公債費
551,689

（8.5%）

衛生費
531,856

（8.1%）

教育費
411,009

　　　（6.3%）

農林水産業費
304,717

（4.7%）

消防費
202,371（3.1%） その他

133,573（2.0%）

総　額
6,521,000
（100%）

義

投

そ

の

他

務

資

的

的

経

経

費

費

29.6
％

26.2
％

44.2％

扶助費
316,529
（4.9%）

その他諸費
282,716（4.2%）

人件費
1,058,047
（16.2%）

公債費
551,689
（8.5%）

普通建設事業費等
2,881,773
（44.2%）

繰出金
591,648
（9.1%）

物件費
548,469
（8.4%）

積立金
290,129
（4.5%）

生活費� 2,142,504円

家の増改築や車などの大きな買い物
� 2,209,729円

ローンの返済� 423,009円

預貯金・翌年への繰越金� 224,758円

給　　　　料� 1,393,098円
基本給　685,806円　町税／地方譲与税など
手　当　707,292円　国庫支出金／道支出金

食　　　費　811,261円（人件費）
光 熱 水 費　420,541円（物件費）
保健医療費　242,700円（扶助費）
仕送り・町内会費など
　　　　　　668,002円（繰出金、負担金、補助金など）

実家からの支援� 1,844,042円
地方交付税

ローンの借入� 920,948円
町債

普通建設事業費／災害復旧事業費

公債費

積立金／歳出剰余金

パート収入� 417,079円
分担金及び負担金／使用料及び手数料／財産収入／寄附金／諸収入

収　入　の　部

合　計　額� ５，０００，０００円

支　出　の　部

預貯金の取り崩し� 424,833円
繰入金
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（新規）小中学校整備� 2,006万円
（新規）スクールバス購入� 1,162万円
■長万部町史(続編)編さん� 440万円
■福祉センター運営� 789万円
■町民センター運営� 394万円
■学習文化センター運営� 1,920万円
■スポーツセンター運営� 1,211万円
■海洋センター運営� 1,349万円
■学校給食センター運営� 8,297万円
■スクールバス運行� �3,364万円
■奨学金給付金・貸付金� 107万円
■高校通学費・制服購入費補助� 197万円
■小中学校児童・生徒就学援助� 302万円

生活・環境
（新規）移住対策� 353万円
■地域おこし協力隊� 363万円
■ガス・温泉採取供給� 7,901万円
■環境衛生整備� 1,491万円
■渡島廃棄物処理広域連合負担金� 8,788万円
■ごみ処理施設運営� 1億3,446万円
■汚水処理施設維持管理� 4,514万円
■公園整備� 2,901万円
■町営住宅整備� 352万円
■町営住宅建設� 5億9,950万円
■電気自動車整備（借上）� 612万円
■公共下水道（繰出金）� 1億7,820万円

豊かで快適な環境と美しい景観のまちづくり

産業
■多面的機能支払交付金事業補助� 236万円
■酪農ヘルパー利用組合補助� 200万円
■長万部地区道営草地整備� 2,750万円
■公共牧場管理運営� 1,911万円
■町有林間伐等林業事業� 3,507万円
■豊かな森づくり推進事業補助� 719万円
■分収造林� 1,615万円
■森林基幹道豊津・黒岩線林道整備� 3,000万円
■水産基盤整備（長万部・大中・国縫漁港）
� 2,800万円
■水産廃棄物リサイクル施設運営� 4,034万円
■商工会運営費補助� 500万円
■毛がにまつり事業補助� 550万円
■観光協会運営費補助� 1,300万円
■多目的活動センターあつまんべ運営� 971万円

世界とつながり躍動する地域産業づくり

学び・スポーツ・文化
地域の未来を創造する人づくり文化づくり

（新規）防犯カメラ整備� 142万円
■北海道新幹線建設負担金� 5億9,436万円
■生活交通確保対策事業補助� 1,341万円
■防災対策� 1,156万円
■ＬＥＤ防犯灯・街路灯借上� 517万円
■道路橋梁維持� 4億978万円
■河川維持� 450万円
■都市計画� 1億6,000万円
■消防施設整備� 1,299万円
■街路灯設置改良・電気料補助� 640万円
■町立病院（繰出金）� 1億4,000万円

生活基盤
安心・安全で暮らしやすいまちづくり

協働
■地域情報化� 1億4,473万円
■ふるさと納税返礼� 7,056万円
■東京理科大学長万部校舎環境整備事業補助
� 450万円

手を取り合って未来を拓くまちづくり

健康・保健・福祉
■高齢者在宅福祉支援� 1,467万円
■老人福祉バス運行� 492万円
■高齢者生活福祉センター運営� 3,387万円
■高齢者入浴料金助成� 1,027万円
■巡回相談支援� 330万円
■老人福祉センター運営� 339万円
■保育所運営� 7,955万円
■町社会福祉協議会補助� 1,695万円
■多子世帯保育料等軽減補助� 23万円
■一時預かり事業補助� 180万円
■地域敬老会補助� 236万円
■後期高齢者医療療養給付費負担金� 8,580万円
■妊婦のための支援給付金� 300万円
■幼稚園等施設型給付負担金� 8,000万円
■タクシー料金助成� 809万円
■社会福祉施設入所者措置� 240万円
■重度心身障がい者医療費� 1,800万円
■心身障がい者自立支援� 1億9,827万円
■ひとり親家庭等医療費� 540万円
■乳幼児等医療費� 1,320万円
■児童手当� 6,444万円
■国民健康保険（繰出金）� 7,702万円
■介護保険（繰出金）� 1億5,477万円
■後期高齢者医療（繰出金）� 3,981万円

男女が共に支え合う健やかな地域社会づくり

令和７年度
令和７年度に予定
しているおもな事業 一般会計予算

特
集
Ⅱ



15

２０２５・３・６開会

第１回町議会定例会
令和７年第１回町議会定例会が、３月６日に開会され、

14日に閉会しました。
定例会では、木幡町長の町政執行方針と予算案説明を

表明した後、一般質問のほか、条例の一部改正、各会計
の新年度予算など、議案31件、諮問１件について審議
しました。
おもな内容は、次のとおりです。

の
一
部
改
正

◆�

町
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動

等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
特

定
公
園
施
設
の
整
備
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

各
適
用
法
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
文
の
整
理
及
び
基
準
に
つ

い
て
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◆�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◆�

町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◆
町�

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
本
年
四

月
か
ら
適
用
す
べ
き
項
目
に
つ
い

て
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆�

町
乳
幼
児
等
に
対
す
る
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
改
正

訪
問
看
護
の
利
用
に
つ
い
て
も

適
用
と
な
る
よ
う
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

刑
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
町
道
の
路
線
変
更

北
海
道
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴

う
付
替
の
た
め
、
八
路
線
の
延
長

及
び
終
点
が
変
更
さ
れ
る
ほ
か
、

新
開
公
園
線
が
新
開
十
四
号
線
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
十
二
号
）

令
和
六
年
度
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
千
百
八
十

九
万
九
千
円
が
減
額
さ
れ
、
予
算

総
額
七
十
二
億
六
百
二
十
万
九
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
お
も
な
も
の
は
歳
入
に

国
庫
支
出
金
、
町
債
の
減
額
な
ど
、

歳
出
は
病
院
事
業
操
出
金
の
追
加

な
ど
と
各
科
目
の
不
用
額
の
減
額

で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
八
十

八
万
九
千
円
が
減
額
さ
れ
、
予
算

総
額
一
億
一
千
百
二
十
四
万
四
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
五
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
二
百

九
十
三
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
七
億
三
千
五
百
九
十
四

万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
五
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
千

百
六
十
七
万
九
千
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
総
額
八
億
八
千
三
百
三
十
二

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ガ
ス
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
六
号
）

収
益
的
支
出
に
六
百
万
円
が
追

加
さ
れ
、
収
益
的
支
出
予
算
総
額

一
億
五
千
百
八
十
八
万
五
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
か
ら
四
千

四
百
三
十
六
万
一
千
が
、
資
本
的

支
出
か
ら
六
千
四
百
七
十
万
が
そ

れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
、
資
本
的
予
算

総
額
は
収
入
が
七
千
八
百
四
十
四

万
四
千
円
、
支
出
が
八
千
九
百
二

十
六
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
三
号
）

新
幹
線
関
連
事
業
に
伴
う
水
道

管
移
設
関
連
事
業
の
債
務
負
担
行

為
の
期
間
及
び
限
度
額
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
四
号
）

収
益
的
収
入
か
ら
三
百
七
十
七

万
七
千
円
が
減
額
さ
れ
、
収
益
的

収
入
予
算
総
額
二
億
八
千
八
百
五

十
七
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
病
院
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
七
号
）

収
益
的
収
入
か
ら
六
千
六
百
二

十
二
万
三
千
円
が
減
額
さ
れ
、
収

益
的
支
出
か
ら
二
千
五
百
七
十
二

万
二
千
円
が
減
額
さ
れ
、
収
益
的

予
算
総
額
は
、
収
入
が
六
億
九
千

二
十
八
万
四
千
円
、
支
出
が
七
億

一
千
四
百
七
十
四
万
三
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
か
ら
八
百

二
十
万
円
が
減
額
さ
れ
、
資
本
的

支
出
か
ら
九
百
二
十
七
万
円
が
減

額
さ
れ
、
資
本
的
予
算
総
額
は
収

入
が
一
千
三
十
五
万
九
千
円
、
支

出
が
二
千
九
百
五
十
三
万
五
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
七
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
一
号
）

令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
万
円
が

追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
六
十
五
億

二
千
三
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
お
も
な
も
の
は
、
歳
入

に
町
債
の
追
加
、
歳
出
は
除
雪
ダ

ン
プ
購
入
に
か
か
る
備
品
購
入
費

の
追
加
で
す
。

◆�

町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正

◆�

町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

◆�

町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
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長万部町行政機構図 （令和７年４月１日現在） 4月1日付けで町職員の人事異動を行いましたので、行政機構図とあわせて職員を紹介します。

町　長 木　幡　正　志

副町長 佐　藤　英　代

まちづくり推進課
課　　長　小山内敏洋

企 画 主幹　濱田　偉大
主査　中里　博也 木村　綾太（新採用）　澤田　拓哉

新幹線推進課
課　　長　岸上　尚生

新 幹 線 ・
政 策 推 進

主幹　大澤　貴文
係長　宇藤　貴章 工藤　大智　大石瑚太郎（新採用）

税　務　課
課　　長　小川　　洋
課長補佐　鈴木　貴之

税 務 係長()兼鈴木　貴之 加藤　綾香　中田　篤樹　下坪　柊太

債 権 回 収 係長　高林　洋嗣 ()兼中田篤樹

町　民　課
課　　長　増田　理恵
課長補佐　佐藤　　敦

戸籍医療年金 主幹兼係長
　新保　明宣 佐々木脩人　金谷　駿汰　扇田　拓弥

生 活 環 境 係長　西川　淳一 虻川　竜二　日下部純輝　()兼金谷駿汰

保健福祉課
課　　長　田野　憲哉
子ども子育て支援室長()兼

田野　憲哉
保育所長　篠田　朋子

福 祉 係長　岡島　貴幸 坂井　剛志（新採用）　()兼長田恵理子
()兼三上さとみ

子 ど も
子 育 て 支 援 係長()兼田野　憲哉 長田恵理子　三上さとみ

介 護 支 援 係長　種市　慎士 井上　晋一　畑中　佑太

健 康 推 進
主幹兼係長

小川麻衣子

深川　光彦　佐藤　夏澄　種市友樹子
佐藤　瑠美　()兼池田雄二郎
()兼神穂乃果

包 括 支 援 小山内智志　池田雄二郎　神　穂乃果
()兼深川光彦　()兼佐藤夏澄

保 育 係長　千葉美智子
主査　湯浅佳那子 三原　範子　坂田このみ　石井　友香

産業振興課
課　　長　田中　　浩
課長補佐　篠田　幸伸

農 務 係長()兼田中　　浩 黒沢友紀子　川島　　徹
水 産 林 務 係長　横手　宏匡 相木　郁弥　鈴木　雅人（新採用）

商 工 観 光 主幹兼係長
　長田　朋裕 加我　　匠

建　設　課
課　　長　上野　　訓

管 理 主幹兼係長
平　　和則 安澤　駿輝

建 築 公 園 係長()兼上野　　訓 赤井　啓乃　葛西　玲志

土 木 主幹　山下　淳一
係長　堀　有希宏 松山　航己

道 路 維 持 係長　外﨑　和彦
主査()兼堀　有希宏

農業委員会
事務局長()併　田中　　浩
事務局次長()併　篠田　幸伸

農 　 地 係長()兼田中　　浩 ()兼黒沢友紀子　()兼川島　　徹

係　　　名 主幹・係長・主査 係

総　務　課
課　　長　佐藤　　久
危機対策室長　吉田　泰博
（新採用）

総 務 係長　伊藤　　篤 小笠原知洸　深川　　望
梨木　陽介（広域へ派遣）

防 災 交 通 係長　角田　勇次 ()兼小笠原知洸

財 政 主幹兼係長
小川　博樹

岡田　　幸　神　有咲
福田　遥斗（新採用） 出納室

室　　長　工藤　貴司
()兼会計管理者

出 納 主幹兼係長
　田中　友彦 長谷川　楓

·議会事務局
事務局長　佐々木　学 議 事 主査　本前　武広 川村　界斗

·教育委員会
教　育　長 近　藤　英　隆

学校教育課
課　　長　神野　隆之

学 校 教 育 主幹兼係長
　小林　隆弘 小瀬　将史

社会教育課
課　　長　米代　　剛

社 会 教 育 主幹　小野　昌文
係長　川岸　謙司 鈴木　雅裕　兼平　綾乃　亀田　純孝

学校給食センター
センター長()兼　神野　隆之

主幹()兼小野　昌文

·消　　　防

消 防 長　沼田　明宏
署　　長　伊藤　敏也

庶 務 係長　小松　　稔 佐藤　与識　髙橋　由嗣
伊藤　龍大（新採用）

予 防 係長　小山内美宏 三上　勇樹　大野　直輝　山本　　迅
飯村　太基

警 防 係長　工藤　幹典 平澤　淳規　山﨑　　凌　大場也真斗
高橋　佑典（新採用）

救 急 係長　土橋　慶太 渋川　侑史　村上　大仁　久々江一真

·病　　　院
院　長 伊　藤　　　淳 副院長 木　村　通　孝　　　古　川　哲　章

係　　名 主幹・係長・主査等 係

外科医長　明戸　瑞樹
薬 局 長　内山　明美
技 師 長　田中　茂昭
総看護師長　伊藤　純香
看護師長　草刈　志穂
事 務 長　橋本　啓一
参 事 兼
事業推進室長　加藤　典明

薬 局
放 射 線 科 係長　坂本　　譲

臨 床 検 査 科 主幹兼係長
　片倉　大輔

看 護 部
副看護師長

　古谷　雅嗣
　青木　美香

佐藤　朋子　田中　美子　鈴木まこと
河副　真樹　中村　英恵　佐藤　敏子
松井奈津子　兼松小百合　浅井　千春
小松　　愛　本田あずさ　堤　　佳代
佐藤　智香（新採用）

機能回復訓練室 佐藤　聖馬
中 央 材 料 室
栄 養 管 理 科 谷口　晴菜

庶 務 係 主幹兼係長
　嵯峨　友和 佐藤　大典

医 事 係 係長()兼橋本　啓一 福嶋　瑞穂　伊藤　知香（新採用）

係　　　名 主幹・係長・主査 係

水道ガス課
課　　長　田中　俊和
参事兼技師長　廣田　　栄

管 理 係長　北山　豊成 佐藤　涼太　吉田　龍生

上 下 水 道 主幹　逢見　法人
係長　白内　一昌 塩谷　省吾

ガ ス 導 管 係長()兼廣田　　栄 加藤　卓人　三原　航太（新採用）

ガ ス 小 売 主幹　藤井　弘道
係長　畠山　　隼
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長万部町行政機構図 （令和７年４月１日現在） 4月1日付けで町職員の人事異動を行いましたので、行政機構図とあわせて職員を紹介します。

町　長 木　幡　正　志

副町長 佐　藤　英　代

まちづくり推進課
課　　長　小山内敏洋

企 画 主幹　濱田　偉大
主査　中里　博也 木村　綾太（新採用）　澤田　拓哉

新幹線推進課
課　　長　岸上　尚生

新 幹 線 ・
政 策 推 進

主幹　大澤　貴文
係長　宇藤　貴章 工藤　大智　大石瑚太郎（新採用）

税　務　課
課　　長　小川　　洋
課長補佐　鈴木　貴之

税 務 係長()兼鈴木　貴之 加藤　綾香　中田　篤樹　下坪　柊太

債 権 回 収 係長　高林　洋嗣 ()兼中田篤樹

町　民　課
課　　長　増田　理恵
課長補佐　佐藤　　敦

戸籍医療年金 主幹兼係長
　新保　明宣 佐々木脩人　金谷　駿汰　扇田　拓弥

生 活 環 境 係長　西川　淳一 虻川　竜二　日下部純輝　()兼金谷駿汰

保健福祉課
課　　長　田野　憲哉
子ども子育て支援室長()兼

田野　憲哉
保育所長　篠田　朋子

福 祉 係長　岡島　貴幸 坂井　剛志（新採用）　()兼長田恵理子
()兼三上さとみ

子 ど も
子 育 て 支 援 係長()兼田野　憲哉 長田恵理子　三上さとみ

介 護 支 援 係長　種市　慎士 井上　晋一　畑中　佑太

健 康 推 進
主幹兼係長

小川麻衣子

深川　光彦　佐藤　夏澄　種市友樹子
佐藤　瑠美　()兼池田雄二郎
()兼神穂乃果

包 括 支 援 小山内智志　池田雄二郎　神　穂乃果
()兼深川光彦　()兼佐藤夏澄

保 育 係長　千葉美智子
主査　湯浅佳那子 三原　範子　坂田このみ　石井　友香

産業振興課
課　　長　田中　　浩
課長補佐　篠田　幸伸

農 務 係長()兼田中　　浩 黒沢友紀子　川島　　徹
水 産 林 務 係長　横手　宏匡 相木　郁弥　鈴木　雅人（新採用）

商 工 観 光 主幹兼係長
　長田　朋裕 加我　　匠

建　設　課
課　　長　上野　　訓

管 理 主幹兼係長
平　　和則 安澤　駿輝

建 築 公 園 係長()兼上野　　訓 赤井　啓乃　葛西　玲志

土 木 主幹　山下　淳一
係長　堀　有希宏 松山　航己

道 路 維 持 係長　外﨑　和彦
主査()兼堀　有希宏

農業委員会
事務局長()併　田中　　浩
事務局次長()併　篠田　幸伸

農 　 地 係長()兼田中　　浩 ()兼黒沢友紀子　()兼川島　　徹

係　　　名 主幹・係長・主査 係

総　務　課
課　　長　佐藤　　久
危機対策室長　吉田　泰博
（新採用）

総 務 係長　伊藤　　篤 小笠原知洸　深川　　望
梨木　陽介（広域へ派遣）

防 災 交 通 係長　角田　勇次 ()兼小笠原知洸

財 政 主幹兼係長
小川　博樹

岡田　　幸　神　有咲
福田　遥斗（新採用） 出納室

室　　長　工藤　貴司
()兼会計管理者

出 納 主幹兼係長
　田中　友彦 長谷川　楓

·議会事務局
事務局長　佐々木　学 議 事 主査　本前　武広 川村　界斗

·教育委員会
教　育　長 近　藤　英　隆

学校教育課
課　　長　神野　隆之

学 校 教 育 主幹兼係長
　小林　隆弘 小瀬　将史

社会教育課
課　　長　米代　　剛

社 会 教 育 主幹　小野　昌文
係長　川岸　謙司 鈴木　雅裕　兼平　綾乃　亀田　純孝

学校給食センター
センター長()兼　神野　隆之

主幹()兼小野　昌文

·消　　　防

消 防 長　沼田　明宏
署　　長　伊藤　敏也

庶 務 係長　小松　　稔 佐藤　与識　髙橋　由嗣
伊藤　龍大（新採用）

予 防 係長　小山内美宏 三上　勇樹　大野　直輝　山本　　迅
飯村　太基

警 防 係長　工藤　幹典 平澤　淳規　山﨑　　凌　大場也真斗
高橋　佑典（新採用）

救 急 係長　土橋　慶太 渋川　侑史　村上　大仁　久々江一真

·病　　　院
院　長 伊　藤　　　淳 副院長 木　村　通　孝　　　古　川　哲　章

係　　名 主幹・係長・主査等 係

外科医長　明戸　瑞樹
薬 局 長　内山　明美
技 師 長　田中　茂昭
総看護師長　伊藤　純香
看護師長　草刈　志穂
事 務 長　橋本　啓一
参 事 兼
事業推進室長　加藤　典明

薬 局
放 射 線 科 係長　坂本　　譲

臨 床 検 査 科 主幹兼係長
　片倉　大輔

看 護 部
副看護師長

　古谷　雅嗣
　青木　美香

佐藤　朋子　田中　美子　鈴木まこと
河副　真樹　中村　英恵　佐藤　敏子
松井奈津子　兼松小百合　浅井　千春
小松　　愛　本田あずさ　堤　　佳代
佐藤　智香（新採用）

機能回復訓練室 佐藤　聖馬
中 央 材 料 室
栄 養 管 理 科 谷口　晴菜

庶 務 係 主幹兼係長
　嵯峨　友和 佐藤　大典

医 事 係 係長()兼橋本　啓一 福嶋　瑞穂　伊藤　知香（新採用）

係　　　名 主幹・係長・主査 係

水道ガス課
課　　長　田中　俊和
参事兼技師長　廣田　　栄

管 理 係長　北山　豊成 佐藤　涼太　吉田　龍生

上 下 水 道 主幹　逢見　法人
係長　白内　一昌 塩谷　省吾

ガ ス 導 管 係長()兼廣田　　栄 加藤　卓人　三原　航太（新採用）

ガ ス 小 売 主幹　藤井　弘道
係長　畠山　　隼
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◆健診等にこられる際のお願い◆
★感染症予防のため、以下の点にご協力お願いします。
〇マスクを着用する。
〇当日は発熱、体調の変化がないことを確認する。
〇会場の混雑緩和のため、受付時間にきてください。

◆健診等にこられる際のお願い◆
★感染症予防のため、以下の点にご協力お願いします。
〇マスクを着用する。
〇当日は発熱、体調の変化がないことを確認する。
〇会場の混雑緩和のため、受付時間にきてください。

ふれあい健康センターでは 1年をとおして下記の事業を実施しています。

詳細については、随時広報でお知らせします。

ふれあい健康センターの事業をご利用くださいふれあい健康センターの事業をご利用ください

事　　　業　　　名 対　　象　　者 実　施　日　程 会　　場

母

と

子

乳 児 健 康 診 査
乳 幼 児 健 康 相 談

生後4ヵ月・7ヵ月
10ヵ月・1歳の乳幼児
※対象者には個別通知

毎月第 4 金曜日

ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー1歳6ヵ月児・3歳児・5歳児
健 康 診 査

1歳6ヵ月・3歳・5歳の幼児
※対象者には個別通知 奇数月の第 3 金曜日

歯 科 相 談
フ ッ 化 物 塗 布

１才以上又は
歯が上下４本ずつ生えてから

入学前
5 月・ 8 月・11月・2 月の

第 4 木曜日

すくすく教室・のびのび広場 妊婦、乳幼児とその保護者 偶数月の第 3 水曜日 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー

エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診 小学校3年生以上
7 月24日（木） 長 万 部 町 立 病 院

8 月30日（土）、10月28日（火）
2 月 5 日（木） ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー

成

人

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性

7 月頃～通年 八 雲 総 合 病 院
5 月頃～通年 伊 達 赤 十 字 病 院

5 月17日（土）、11月17日（月）札 幌 がん 検 診 セ ン タ ー
（ バ ス ツ ア ー 検 診 ）

9 月 8 日（月） ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性

7 月頃～通年 八 雲 総 合 病 院
5 月頃～通年 伊 達 赤 十 字 病 院

5 月17日（土）、11月17日（月）札 幌 がん 検 診 セ ン タ ー
（ バ ス ツ ア ー 検 診 ）

9 月 8 日（月） ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー

骨 粗 鬆 症 検 診 40歳以上の女性
通　年 長 万 部 町 立 病 院

5 月17日（土）、11月17日（月）札 幌 がん 検 診 セ ン タ ー
（ バ ス ツ ア ー 検 診 ）

特 定 健 診
国民健康保険加入の

40歳以上の方
※対象者には個別通知

通　年

長 万 部 町 立 病 院
黒松内町国保くろまつない
ブ ナ の 森 診 療 所
洞爺ファミリークリニック

8 月30日（土）、10月28日（火）
2 月 5 日（木） ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー

後 期 高 齢 者 健 康 診 査
後期高齢者保険に

加入している方
※対象者には個別通知

8 月30日（土）、10月28日（火）
2 月 5 日（木） ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー

健 康 診 査 生活保護を受けている
40歳以上の方

肝 炎 検 査 40歳以上
胃 が ん 検 診 40歳以上
肺 が ん 検 診 40歳以上
前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性

大 腸 が ん 検 診 40歳以上

6 月 9 日（月）～13日（金）

ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー
8 月30日（土）、10月28日（火）

2 月 5 日（木）
9 月 8 日（月）～ 9 月12日（金）
3 月 9 日（月）～ 3 月13日（金）

頭 の 検 診 40歳以上 6 月12日（木）～ 6 月14日（土）ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー
健
康
教
室

げ ん き 倶 楽 部 全町民 毎週水曜日 ふ れ あ い 健 康 セ ン タ ー
げ ん き 出 前 教 室 全町民 通　年 要 望 先

健 康 料 理 教 室 おおむね65歳以上の方と
その家族 通　年 要 望 先

保 健 相 談・ 栄 養 相 談 全町民 役場窓口・電話で随時
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町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

24 時間　年中無休　通話料・相談料無料

☎０１２０－５
こ こ は
５８－０

お しゃまんべ
４８

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

24 時間　年中無休　通話料・相談料無料

☎０１２０－５
こ こ は
５８－０

お しゃまんべ
４８

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

保健福祉課健康推進係
（保健師）

☎２－２４５４

記載事項のお申し込み・お問い合わせは記載事項のお申し込み・お問い合わせは

乳がん・子宮がん検診・骨粗しょう症検診のお知らせ乳がん・子宮がん検診・骨粗しょう症検診のお知らせ

成人の肺炎球菌予防接種のお知らせ成人の肺炎球菌予防接種のお知らせ

すくすく教室・のびのび広場に集まれ～！すくすく教室・のびのび広場に集まれ～！
子育ての楽しさや心配ごとなどをお母さん同士で情報

交換しませんか？
のびのび広場と合同の実施です。
妊婦さんも先輩お母さんの話を聞いたり、赤ちゃんと

ふれあう機会としてぜひ遊びにいらしてくださいね。
申し込みの必要はありませんので、当日直接会場へお

越しください。
☆日　時　４月１６日（水）午前１０時～１１時３０分
☆会　場　子育て支援センター（さかえ保育所）
☆対　象　生後３ヶ月以降のお子さんと保護者。
　　　　　妊婦さんも歓迎！
☆テーマ　子育てについて語り合おう♪

今年も各がん検診が無料で受けられるクーポン券を発行します！

◆対象者：町民の方で下記の生年月日の方

※対象年齢の方には案内文書を 7月頃に送付予定です。
※無料クーポン券を利用できる医療機関は決められています。
※�伊達赤十字病院、対がん協会（札幌がん検診センター）では５月から、
函館方面、八雲総合病院は７月頃から無料クーポン券利用可能予定です。

　無料クーポン券到着前に利用したい方はお手数ですが、ご連絡下さい。

◆ がん検診無料クーポン券のお知らせ ◆◆ がん検診無料クーポン券のお知らせ ◆

令和７年度　対象の方へ

年齢 生　年　月　日 対象となるがん検診
20歳 平成16年４月２日～平成17年４月１日

子
宮
が
ん
検
診
（
女
性
）

25歳 平成11年４月２日～平成12年４月１日
30歳 平成６年４月２日～平成７年４月１日
35歳 平成元年４月２日～平成２年４月１日
40歳 昭和59年４月２日～昭和60年４月１日

乳
が
ん
検
診

（
女
性
）

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

（
男
女
）

45歳 昭和54年４月２日～昭和55年４月１日
50歳 昭和49年４月２日～昭和50年４月１日 前

立
腺
が
ん
検
診

（
男
性
）

55歳 昭和44年４月２日～昭和45年４月１日
60歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日

乳がん検診の検査技師は全員女性です！

◆札幌バスツアー検診（北海道対がん協会）◆
　送迎バスで札幌がん検診センターに出向き、日帰りで
検診を受けられます。乳がん・子宮がん・骨粗しょう症
検診を同日に受けることが出来ます。
★対象者　子宮がん検診：20歳以上の町民の方
　　　　　乳がん検診：40歳以上の町民の方
　　　　　骨粗しょう症検診：40歳以上の町民の方
　２年に１回の検診となりますので、昨年受けていない
方が対象です。
★申込期間　４月７日(月)～５月９日(金)
　お申し込みは保健福祉課健康推進係までご予約下さい。
★検診日・出発時間　５月17日(土)　役場６：00出発　
　　　　　　　　　　役場14：30頃着予定
※時間については多少前後する場合があります。
★検診場所　北海道対がん協会　札幌がん検診センター
★検診内容と料金

検診 検査方法 料金
子宮頸部がん検診 頸部細胞診 � 1,800円
乳がん検診 マンモグラフィ検査 40歳代� 2,000円

50歳以上� 1,700円
骨粗しょう症検診 骨密度測定 � 400円
◉�子宮がん検診受診者は、ご希望により超音波検査を1,540円で受けるこ
とができます。

◉がん検診無料クーポン券対象者は無料です。
◉�生活保護の方は、無料で上記の検診・検査を受けることができます。

初めての方も是非♪
お待ちしています

(^o^)

対象の方はまずは役場に申請を！
対象年齢
１．令和７年度中に、65歳になる方
　※対象者は毎年度変わります。
対象年齢 生　　年　　月　　日

65歳 昭和35年４月２日生～昭和36年４月１日生

２．�60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼
吸器の機能の障害

　　�またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の障害を有
する方

接種方法
成人用23価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス）を

１回接種
注意事項
①�過去に１回でも肺炎球菌（ニューモバックス）の接種
を受けた方は助成の対象外となります。

②�コロナウイルスワクチンとの接種間隔については、原
則２週以上空ける必要があります。

接種費用
　自己負担　５,２３０円　　料金８,２３０円のうち町が
　　　　　　　　　　　　�　３,０００円を助成します
接種医療機関　長万部町立病院
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●記載事項のお問い合わせは
　  教育委員会社会教育課まで

　　　　　　　　　　  ☎２－２７４８

様々な体験活動を通してボランティア精神を培うことを
目的に、本年度も新たに団員を募集します。
申込書は、小中学校を通じて配布しますので、希望者は

必要事項を記載のうえご提出ください。
過去の活動　募金活動・美化活動・イベント

の手伝い等�興味のある方はぜひ教育委員会社
会教育課までお電話ください！
提出場所　教育委員会社会教育課
　　　　または学習文化センター

スポーツ少年団団員募集中！
　下記のスポ－ツ少年団で団員を随時募集
中です。

■スポ－ツ少年団種目
◉柔　　道　小学１年生～中学３年生まで
◉剣　　道　小学１年生～中学３年生まで
◉陸　　上　小学１年生～中学３年生まで
◉野　　球　小学１年生～小学６年生まで
◉サッカー　小学１年生～小学６年生まで

問い合わせ先　教育委員会社会教育課

ボランティア
団員募集中団員募集中！！
少年団少年団

体幹しっかり使って押しあいっこ～。体幹しっかり使って押しあいっこ～。 放課後みっけクラブ、6年間ありがとうございました！放課後みっけクラブ、6年間ありがとうございました！

かわら版かわら版放課後みっけクラブ放課後みっけクラブ

「いじめだよ」　その一言で

救われる

◦長万部中学校　小林　愛結さん

今月の 「健全育成」 標語

２月と３月に『バルシューレ教室』を実施しました。ボールや風船を使って自由にプレーしながら運動の楽しさを
知ってもらうプログラムです。体も頭も使って、汗もびっちょり。楽しい時間はあっという間に過ぎてしまいました。
「またやりたい！楽しかった～�！」とみんな満足そうでした。
【放課後みっけクラブより大切なお知らせ】�
３月の活動で放課後みっけクラブを終了することになりました。これからも町と一緒に子どもたちの居場所を作って

いきたいと考えていましたが、予算や、委託条件の内容から継続が難しいと判断しました。コロナウイルス感染拡大で
思うように活動できなかった時もありましたが、大きなけがや事故もなく活動できたのも、地域の皆様が応援・協力し
ていただいたおかげです。６年間で参加してくれた子どもたちは延べ4,438人。これまで放課後みっけクラブを愛して
いただき、ありがとうございました！（officeごえん�中野美貴）
なお、『放課後子ども体験教室（放課後みっけクラブ）』事業終了についての問い合わせは、教育委員会社会教育課へ

お願いいたします。
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●記載事項のお問い合わせは
　  教育委員会社会教育課まで

　　　　　　　　　　  ☎２－２７４８

あいさつを　元気よくして　

続けよう

◦長万部小学校　浅井　悠斗さん

今月の 「健全育成」 標語

こどもの読書週間こどもの読書週間
イベントのお知らせイベントのお知らせ

日　　程　�５月１３日・２０日・２７日・６月３日・１０
日の５回

　　　　　午後６時から７時まで
受講場所　福祉センター
募集人数　１０名程度
募集対象　１８歳以上の町民
受 講 料　１，０００円　
募集締切　４月２２日
講　　師　ブラウン先生（東京理科大学）

※都合により日程等を変更する場合があります。
　�申し込み用紙は教育委員会、福祉センターにあり
ます。

いきいきライフ講座いきいきライフ講座
「初級英会話講座」受講者募集中「初級英会話講座」受講者募集中

「地域出前講座」始めます！「地域出前講座」始めます！
「学ぶ」「体験する」「体を動かす」きっかけを生涯学習の出前講座とし

てサポートいたします！
楽しく学び、充実した生活を過ごしませんか。
受講料は無料ですので、たくさんのお申し込みをお待ちしております。

実施内容　�モルック、ボッチャ、空手体験、合気道体験、本の読み聞かせ、
かけっこ、運動遊び、体幹トレーニング、スポーツリズムト
レーニング、水泳、プール遊びなど

対象団体　幼児施設・小中高校・大学・町内会・老人クラブ・福祉施設等
定　　員　５名以上が参加する催し・集いなど
指 導 者　社会教育課職員ほか
※「モルック」「ボッチャ」は用具の貸し出しだけでも可能です。
　�実施場所・実施希望日・時間帯については教育委員会へお問い合わせく
ださい。

４月２６日～５月１１日の期間中、子ども向けの
イベントを開催します！
イベントの詳細は、決まり次第広報やホームペー

ジなどでお知らせしますので、お楽しみに！

日程 イベント名 時　間

4/26
(土)

出張図書館＠ふれあい公園※ 　10:30～16:00

まんべシネマ（雨天時のみ）
①10:00～12:00

②13:30～15:30

4/27
(日)

出張図書館＠ふれあい公園※ 　10:30～16:00

こども図書館長（雨天時のみ） 　13:30～16:00

4/29
(火)

工作教室「なぞのキューブ」 　10:00～12:00

こども図書館長 　13:30～16:00

※�「出張図書館＠ふれあい公園」は荒天等により室内イベ
ントに変更になる場合があります。
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北海道新幹線情報北海道新幹線情報２０25年度

㈲かにめし本舗かなや
～私たちは一緒に働いてくださるスタッフを募集しています～
ご検討いただける方は、まずは下記まで連絡ください
◇連絡先　01377-2-2007㈹　担当：松島

調理師・調理スタッフ・その他募集

広報３月号でお伝えした通り、2025年春から北海道新幹線に敷設する長さ150ｍのレールの貨物鉄道輸送を
行います。

整備新幹線工事で、また、北海道に向けて、150ｍレールの貨物鉄道輸送を行うことは「初めての取組み」です。
初回の輸送日程が決まりましたので、長万部駅で初列車の到着セレモニーを開催します。

　日　時：２０２５年４月２１日（月）１３：３０～１５：００頃
　場　所：函館本線長万部駅　ホーム内
　主　催：鉄道・運輸機構
　協　力：ＪＲ北海道、ＪＲ貨物、日本製鉄
　内　容：輸送列車の出迎え、挨拶、乗務員への花束贈呈など

 

初列車の到着セレモニーに参加しませんか？ご参加いただける方は、以下の要領でご応募ください。
セレモニーでは、横断幕を持って初列車を歓迎して頂きます！

●募集要項
　募集人員：１０～１５名程度
　参加資格：�長万部町民限定。年齢不問。ただしセレモニーはホームで開催しますので、駅施設の関係上、自

力でこ線橋を歩ける方に限らせていただきます｡（ベビーカー、車いす等はご使用できません）
　応募方法：�参加者の住所、氏名、年齢、連絡先を下記までお知らせください。団体等、複数名で応募される

場合は、参加者全員の情報と代表者の連絡先をお知らせください。
　　　　　　応募者が多数の場合は、抽選といたします。
　応募締切：令和７年４月１５日(火)
　そ の 他：当日の集合時間・場所などは、参加者が決定次第、個別にご案内いたします。

　応 募 先：長万部町　新幹線推進課　ＴＥＬ：（０１３７７）－２－２４５０
　　　　　　Ｍａｉｌ：�ｓｈｉｎｋａｎｓｅｎ＠ｔｏｗｎ．ｏｓｈａｍａｍｂｅ．ｌｇ．ｊｐ

レール輸送列車　到着セレモニーを開催しますレール輸送列車　到着セレモニーを開催します初輸送

到着セレモニーに参加しませんか？到着セレモニーに参加しませんか？

150ｍレール貨物鉄道輸送のイメージ
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長万部事務所

長万部

こんにちは！石川樹理です。
初めての冬の北海道生活は、雪道運転にドキドキしたり、

凍った道で転んだり、汗だくになりながらの雪かきなど、慣
れない雪生活に少し引きこもり気味でしたが、最近は春の訪
れを感じる日も増え、ウキウキしています。

町の方々から「ビールを作りたいんだって？話聞かせて！」
と声をかけていただき、「協力できることがあったら言って
ね！」など言っていただけるのがとても嬉しいです。みなさ
ん長万部町を盛り上げていきたいという気持ちに溢れており、

背中を押してくれ、前向きな気持ちになります。
２月には北海道７つのビール醸造所が出展した「HOKKAIDO CRAFT BEER FACTORY　２０２５」という

札幌のイベントに参加し、醸造家の方々にお会いしてきました。設備の大きさや使用している副原料など、そ
れぞれの特色があるので、今後、たくさんの醸造所を訪問して、長万部町でどのように展開していけるか、様々
な方向から検討していきたいです。

この春からは試験的にホップの栽培をしてみたく、苗木の購入や栽培方法、栽培場所について調べています。
苗植えや収穫などに興味のある方は、お声がけいただけると嬉しいです。一緒にホップ栽培をしてみませんか？

イベントには２つご一緒させていただきました
３月１日に札幌で開催された「長万部町まるごとうまいもん祭り」では、湾宝や海の幸、長万部町の特産品

を、出展者一丸となってアピールする姿が印象的でした。ハンバーガーボーイズの湾宝の歌がずっと頭を巡っ
ています♪

３月９日には「まるごと豊浦～北の収穫祭～」に、はしっこ同盟として、長万部観光協会の物販ブースでお
手伝いをさせていただきました。世界ホタテ釣り選手権には東京や札幌などからの参加者もおり、ホタテを自
宅に取り寄せて練習してから参戦する強者もいるそうです。

暖かい季節が到来し、イベントも増えてくると思うので、楽しみながらも仕事に役立つ情報にアンテナを張
り、充実した時間を過ごしたいと思います。

長万部町まるごとうまいもん祭り
大食い対決では、長万部チームが優勝！

まるごと豊浦北の収穫祭
世界ホタテ釣り選手権　出場してみたいかも！？
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【はしっこ同盟】【はしっこ同盟】
長万部町・豊浦町・黒松内町　情報コーナー長万部町・豊浦町・黒松内町　情報コーナー

№№7171

３月９日に豊浦町のふるさとドームで開催された、
「第２３回まるごと豊浦北の収穫祭」に、はしっこ同
盟ブースを出展し物販をおこないました！

イベントではエンリッチミニトマト、あめせん（長
万部町）、道の駅トワ・ヴェールのパン、ブナサブレ
（黒松内町）などを販売し、大盛況となりました。

また、はしっこ同盟各町の観光情報やふるさと納税
等のパンフレット配布も行い、積極的にＰＲしまし
た！

今後も「はしっこ同盟」を一人でも多くの方に知っ
ていただくために、３町連携してより多くの情報や魅
力を発信していきます。

◎一般葬・家族葬等承っております。　◎24時間・年中無休で、どこへでもお迎えに参ります。
◎病院等より直接当ホールへご安置できます。（自宅へも可）

有限会社　典礼舎 TEL：0137-62-3533
〒049-3105　二海郡八雲町東雲町3-25

～ ま ず は ご 相 談 く だ さ い ～

典礼舎公式HP

・ 家族葬ホールセレモニア八雲

カラスの営巣によるカラスの営巣による

電気事故防止にご協力願います電気事故防止にご協力願います
春先から初夏にかけて、カラスの巣作りが盛ん

になり、市街地では電柱にも巣が作られます。巣
の材料に針金やハンガーなどの金属が使われるこ
ともあり、この金属が電線に触れると、停電を引
き起こす可能性があります。
ほくでんネットワークでは巡視などを行い、電

柱の上に巣を発見したときは、これを取り除いて
いますが、地域の皆さまの目撃情報により巣を取
り除き停電を防ぐことができた事例が数多くござ
います。
電柱の上でカラスの巣を発見された場合は、お

手数ですがご連絡をお願いいたします。

【連絡先】　北海道電力ネットワーク㈱
　　　　　八雲ネットワークセンター

（☎０１２０－０６－０９１３）

　町では、令和４年８月に発生した水柱により、住
宅に被害を被った方に対して、住宅修繕支援事業補
助金を支給しております。
　修繕をお考えの方は期限内までに申請するように
してください。
◉対象工事
　対象区域内の被害住宅に係る屋根・外壁の修
繕、住宅に付帯する建築物の修繕（車庫、倉庫等）、
住宅に付帯する屋外設備の修繕で、令和４年８月
８日から令和７年８月７日までに行ったもの。

◉補助金の額
　工事に要する経費の２分の１の額で６０万円を
限度、アパートは１２０万円を限度

◉申請方法
　修繕を検討または工事が完了している方は、事
前に役場へご相談願います。

【お問い合わせ・申請先】
　総務課防災交通係（☎２－２４５１）

水柱被害住宅修繕支援事業補助金水柱被害住宅修繕支援事業補助金

～申請期限が迫っています～～申請期限が迫っています～
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北海道郵便逓送株式会社　長万部営業所
主に郵便局から郵便局へ、手紙や荷物を運ぶ仕事です。
カゴ台車を使用し運ぶので、重たい荷物を一つずつ運ぶ手間はかかりません。

元気があれば何でもできる
大型免許養成制度あり

４ｔ箱車ドライバー募集中 連絡先　01377-2-3002
携　帯　080-3541-3484
☜ホームページ是非ご覧ください。

令和7年度　長万部町空家等除却支援事業補助金

【危険な空家等を解体するための費用を補助します】【危険な空家等を解体するための費用を補助します】
長万部町では、町民のみなさまが安心して生活することができる環境を確保するため、倒壊や屋根・

外壁等の部材が飛散するおそれのある空家の解体工事にかかる費用の一部を補助します。

１．補助対象空家等
（１）町内に存するもので、個人所有の住宅であること
（２）概ね１年以上居住がない又はその他の使用実績がないこと
（３）他の公的な制度による補助対象又は公共事業等の移転補償対象になっていないもの
（４）不良住宅であること（不良度判定表で１００点以上）
（５）�居住の用に供する一戸建て専用住宅及び長屋又は共同住宅（併用住宅の場合は１／２以上が居住

用途であること）

２．補助対象者（申請者）
（１）補助対象空家等の所有者等で法人を除く（相続人及び代理人を含む）
（２）所有者等が属する世帯全員の町税の滞納がない方
（３）所有者等が属する世帯全員が暴力団員もしくは暴力団関係者でない方

３．補助事業内容
（１）解体工事を行う資格を持っている町内業者が空家等を除却すること
（２）自ら建て替え目的の除却でないこと
（３）申請年度の１２月末日までに事業が完了するもの

４．補助対象経費
（１）空家等の除却に要する費用
（２）立木（樹木）や家財道具等の処分に要する経費は、補助対象外

５．補助金の額
（１）補助金限度額：６０万円
（２）補助率：解体に要する費用の２分の１
（３）国で定める単価で計算した工事費の２分の１
　　　※（１）～（３）のいずれか低い額（千円未満切捨て）
■�事前に空家の判定を受ける調査申込みが必要です。また、補助要件の
　確認及び添付書類のご案内のため、事前の相談をお願いします。

【ご相談・お問い合わせ先】 町民課生活環境係　（☎２－２４５３）



26

〔空き家の状況〕
　現在の空き状況は下表のとおりです。
　※記載のない団地、住戸については空き待ちの公募となります。

団　　地　　名 空き家戸数 単身入居 団　　地　　名 空き家戸数 単身入居
国 縫 団 地   ４ ○ 神 社 下 団 地 ２ ✕

静 狩 団 地   ３ ○ はまなす第３団地（特公賃） １ ✕

双 葉 団 地   １ ○ 南 部 団 地 ４ ○
中 部 団 地   ４ ✕

〔一般町営住宅〕
応募資格　① 申込者と同居しようとする方の合計所得から控除額を引き、12か月で除した額が15万８千円以下の世帯。ただ

し、障がいのある方や60歳以上の方、就学前の子どもがいる方は、21万４千円以下です。
　　　　　②現に住宅に困窮している方。
　　　　　③単身者の応募は、２ＤＫか１ＬＤＫの住宅となります。
　　　　　④暴力団員でない方。
　　　　　⑤市町村税を滞納していない方
　　　　　⑥現在および過去とも、町営住宅使用料（家賃）を滞納していない方

年間所得の基準（給与収入の場合）
　　　　　①単 身 者→ 2,968,000円未満（所得：1,894,800円）　　　左記はあくまでも目安です。
　　　　　②２人世帯→ 3,512,000円未満（所得：2,275,600円）　　　
　　　　　③３人世帯→ 3,996,000円未満（所得：2,653,600円）　　　　　
　　　　　④４人世帯→ 4,472,000円未満（所得：3,034,400円）　　　　　　

申込方法　 入居申込書に、入居希望者全員の住民票（本籍記載のもの）と前年の所得証明書（または源泉徴収票）および市
町村税に滞納がない証明書（または納税証明書）を添えて提出してください。

〔はまなすシルバーハウジング(高齢者向世話付住宅)〕
応募資格　一般町営住宅の応募資格に加え、日常生活が自分ででき、自炊等が可能な方で、次の要件を満たす世帯。
　　　　　①年齢60歳以上の単身世帯
　　　　　②年齢60歳以上の夫婦世帯（いずれかが60歳以上であれば可）
　　　　　③年齢60歳以上のみからなる世帯
　　　　　④ 障がい者のみからなる世帯および障がい者と60歳以上からなる世帯（障がい者は、年齢制限がありません。た

だし、60歳以上が優先となります。）
　　　　　※家賃のほかに生活援助員配置費用として、入居者の収入に応じて費用がかかります。
申込方法　一般町営住宅と同様の書類に加え､「住宅困窮状況申立書」と「世帯の状況・自活状況申立書」が必要です。

〔特定公共賃貸住宅〕
応募資格　所得月額が15万８千円以上48万７千円以下の世帯（町営住宅の収入基準を超える世帯が該当します）
　　　　　 基準に達していない所得の方で、今後所得の上昇が見込まれ、将来基準を超えると判断される場合は、申し込む

ことができます。
　　　　　また、暴力団員および市町村税に滞納がある方は入居することができません。
申込方法　一般町営住宅と同じ。

〔選考方法〕
一般町営住宅・はまなすシルバーハウジング
　住宅に困窮する実情を調査し、基準に照らし困窮度合いの高い方より入居を決定します。
特定公共賃貸住宅
　申込件数が２件以上ある場合は、抽選により待機順番を決定し、７年度中に空きが出た時に入居決定することになります。

〔応募期限〕
４月18日(金)まで
　入居申込用紙等は、建設課建築公園係（２階）に用意してます。

〔そ の 他〕
　家賃は所得により計算され決定し、入居時には敷金として家賃の２か月分を納めなければなりません。また、連帯保証人
（入居決定者と同程度以上の収入を有する方）１名が必要となります。

【お申し込み・お問い合わせ先】　建設課建築公園係　☎２－２４５６

※ 障がいのある方がいる世帯、60歳以上の方のみの
世帯及び就学前の子どもがいる世帯などは左記基
準額とは異なります

町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集 　令和７年度分の町営住宅入居希望者を次
により募集します。（令和７年度中有効）
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在宅で８０歳以上の方、身体に障がいのある方お
よび療育手帳「Ａ」を受けている方に対し、通院や
社会参加のために利用するタクシー料金の助成を実
施しています。
▶該当される方
　４月１日から翌年３月３１日までの１年間で、
次の①から⑦に該当する方です。
　また、助成券の使用できる区域は、長万部町内
のみの区間となっています。
①�在宅で８０歳以上の方
②�下肢障がい１・２・３級の方
③体幹障がい１・２級の方
④視覚障がい１・２級の方
⑤心臓機能障がい１級の方
⑥呼吸器機能障がい１級の方
⑦療育手帳「Ａ」の方

▶助成券申請方法
　交付対象者には、必要書類を送付しますので、
４月３日（木）から保健福祉課窓口で申請手続き
をしてください。
※�長万部町に在住して１年未満の方、施設入所の
方、長期入院の方は対象となりません。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係（☎２－２４５４）

▶申請受付開始日
　４月３日（木）から
▶対象者
　�町内に居住し、住民基本台
帳に記載されている方で、
令和８年３月３１日現在に
満６０歳以上の方。

▶利用期限
　令和８年３月３１日（火）まで
▶入浴料金助成券
　年度内１冊（２４回分）限りの交付です。
　※紛失等しても再交付はいたしません。
▶利用方法
　①�長万部町役場の窓口で、申請書に記入のうえ

助成券をお受け取りください。印鑑は必要あ
りません。

　　※代理人による申請も可能です。
　②�下記の対象施設に助成券をお持ち頂くと、
　　３００円で入浴になれます。
【対象施設】
　長万部温泉ホテル・温泉旅館もりかわ・
　大成館・温泉ホテルあづま・ホテル四国屋・
　丸金旅館・昇月旅館
【お問い合わせ・申請先】
　保健福祉課福祉係（☎２－２４５４）

タ ク シ ー 料 金 の
助 成 券 を 交 付

入浴料金を助成します入浴料金を助成します

高齢者生活福祉センターの入居希望者募集高齢者生活福祉センターの入居希望者募集
令和７年度分の入居希望者を次により募集します。
なお、当センターは、入居者の健康や火災予防など安全を配慮するため、「３食食事付」となっております。

◉応募資格
①�本町に住所を有する概ね65歳以上の高齢者で、
ひとり暮らし及び高齢者のみの世帯であって、独
立して生活することに不安のある方

②�本町に住所を有する概ね65歳以上の高齢者で、
同居人が虚弱である又は虐待を受けている、若し
くは同様の状況にある等により、住宅で生活する
ことに不安のある方

◉利用料(月額)※30日の場合
・単身用居室　� 83,500円～102,500円
・夫婦等居室　157,000円～169,000円
※�利用料には、１日３食の食費（1日あたり1,350
円）、管理費が含まれており、前年度の収入に応
じて利用料が決まります。

◉申込方法
　利用申請書に医師の健康診断書・誓約書・身元引
受書を添えて提出してください。（各様式は保健福
祉課窓口に用意しています）
◉選考方法
　居宅における生活への不安のある実情を調査し、
生活がより不安な方を優先に入居を決定します。
※現在、夫婦世帯等居室と単身用居室は空きがあり
ます。空きが無い場合は待機順位の決定のみとなり、
令和７年度中に空きが出た場合、入居決定すること
になります。(待機順位については、緊急を要する
申し込みがあった場合は、変更することがあります)
◉応募期限
　４月１８日(金)まで必着

※５月中に入居（待機順位）の決定を行い、入居（待機順位）の可否を通知します。

【お申し込み・お問い合わせ先】保健福祉課介護支援係（☎２－２４５４）
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タクシー乗務員・スクールバス乗務員

北海道日本ハムファイターズ北海道日本ハムファイターズ
イースタン・リーグ公式戦　函館開催イースタン・リーグ公式戦　函館開催
～ 試合開始前イベント参加者募集 ～～ 試合開始前イベント参加者募集 ～

■イベント内容
　練習見学　各日100名
　ベースランニング　各日50名
　選手を送り出す花道　各日20名（小学生限定）
■申込方法
　�QRコード申込フォームにアクセスしてください。
■申込期限　4月20日(日)
■対象試合　5月17日(土)�楽天戦（試合13:00）
　　　　　　　� 18日(日)�楽天戦（試合12:30）
※�イベント参加には、当日の観戦チケットが必要と
なります。

※�お申込みの際は、Fビレッジアカウントが必要と
なります。

■当落通知
　当選者のみに4月末までにメールにて送付いたしま
す。〔ml.fighters.co.jp〕のドメインからのメールを受
信できるよう事前に設定をお願いいたします。
※�集合時間等の詳細は、当選メールに記載させてい
ただきます。

北海道日本ハムファイターズでは5月17日(土)・18日(日)にオーシャンスタジアムで開催される楽天戦
の試合開始前イベントの参加者を募集いたします。

【お問い合わせ】北海道日本ハムファイターズ
　　　　　　　　お問合せフォーム　https://www.hkdballpark.com/contact/customer/

確定申告が間違っていた・忘れていたとき確定申告が間違っていた・忘れていたとき
　確定申告書を提出した後に、計算間違いなど申告内容に誤りがあることに気付いた場合は、次
の方法で申告内容を訂正することができます。また、確定申告をしなければならないのに、申告
することを忘れていた場合は、できるだけ早く申告するようにしてください。
　申告期限に遅れて申告した場合などには、加算税が賦課される場合があるほか、法定納期限の
翌日から納付日までの延滞税を併せて納付しなければなりませんので、ご注意ください。

税額を多く申告していたとき 税額を少なく申告していたとき 確定申告を忘れていたとき
　確定申告書を提出した後で、税額を多く申
告していたことや純損失等の金額を少なく申
告していたことに気付いたときは、「更正の請
求書」を提出して正しい税額への訂正を求め
ることができます。請求内容が正当と認めら
れた場合は、納めすぎた税金が還付されます。
　原則として、各年分の法定申告期限から５
年以内に更正の請求書を作成し、所轄税務署
に提出してください。

　税額を少なく申告していたこ
とに気付いたときは、「修正申
告書」を提出して正しい税額に
修正する必要があります。修正
申告によって新たに納める税額
は、修正申告書を提出する日ま
でに、延滞税と併せて納めてく
ださい。

　確定申告をすることを忘れ
ていたときは、できるだけ早
く申告するようにしてくださ
い。申告の必要があるにもか
かわらず、申告をしなかった
場合には、税務署長が所得金
額や税額の決定を行う場合が
あります。

※詳しくは国税庁ＨＰをご覧ください。

申込フォーム©�H.N.F.©�H.N.F.
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北海道日本ハムファイターズ北海道日本ハムファイターズ
長万部後援会 会員募集！長万部後援会 会員募集！

～長万部町オフィシャル～～長万部町オフィシャル～
北海道日本ハムファイターズ長万部後援会（小

野雄二会長）では、新規加入会員を募集しています。
会費は、後援会年会費1,000円、ファンクラブ

入会費4,500円（年会費3,900円＋会員カード発
行費600円）の合計5,500円です。（次年度から
は、4,900円になります。既にファンクラブに
加入している方は、後援会費の1,000円のみです）
入会希望の方は、事務局�髙森功治（☎090-

3395-6468）までご連絡ください。入会申込書
をお届けいたします。
後援会では、ファイターズ観戦ツアーなども企

画して参りますので、多くのみなさんの加入をお
待ちしております。

◉�動物を飼うときには、永く共に生活できるかを
しっかり判断しましょう
動物を飼い始めるときには、責任をもって共に

生活できるか慎重に判断しなければなりません。
他人に迷惑をかけることのないように、しつけ

や訓練を施すことが大切です。無責任な飼育は、
人にも動物にも不幸な結果をもたらすことになる
ので絶対にやめましょう。
やむを得ず飼うことができなくなった場合は、

責任をもって新しい飼い主を見つけましょう。
◉�動物の将来についても十分考えましょう

野良犬や野良猫は、飼い主が捨てた結果であり、
不必要な繁殖により生まれたともいえます。繁殖
を希望しない飼い主は、避妊・去勢などが大切で
す。その場合は獣医師にご相談ください。

◉�気持ちよく生活するためにマナーを守りましょう
飼い主は散歩中の糞は必ず持ち帰り、犬小屋の

周囲も清潔にして、放すことのないように飼育し
ましょう。また、ムダ吠えなど犬へのストレスを
減らすためにも、散歩やしつけをしましょう。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係
　（☎２－２４５３）

動物を飼っているみなさんへ動物を飼っているみなさんへ

各公園の利用期間は、次のとおりです。みなさん
の多数のご利用をお願いいたします。なお、雪解け
や公園整備の状況により、利用期間を変更する場合
があります。

▶長万部公園（キャンプ場・バンガロー）
　◉利用期間　４月18日(金)～10月下旬予定
　◉料　　金　
　・キャンプ場　１泊　大人600円・小人300円
　・バンガロー　一棟１泊　6,000円（５～７人用）
　※�バンガローの予約は、４月１日(火)から受け付

けております。

▶ふれあい公園（球場）
　◉利用期間　４月中旬～11月上旬

▶あやめ公園（パークゴルフ場）
　◉利用期間　４月11日(金)～11月上旬予定
　◉利用時間　午前８時30分～日没（受付は午後５時まで）
　※時期・天候により閉鎖および変更する場合があります。
　◉料金

使用の区分 町　内 町　外

１日券
大　人 ３００円 ６００円

小　人 ２００円 ４００円

シーズン券
大　人 １２，０００円

小　人 ５，０００円

回数券
（６回分）

大　人 １，５００円 ３，０００円

小　人 １，０００円 ２，０００円

��

※�シーズン券購入申込は、４月３日(木)から受
け付けております。

【お申し込み・お問い合わせ先】
　建設課建築公園係（☎２－２４５６）

各公園のご利用期間のお知らせ各公園のご利用期間のお知らせ
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家庭ゴミ（一般ゴミ）について家庭ゴミ（一般ゴミ）について

家庭のゴミは、燃やすゴミ（プラスチック製品を含む）�・燃やす粗大ゴミ�・燃やさないゴミ・資源ゴミ
（６種類）のゴミに分別し、指定された収集当日の（朝８時）までに決められた場所に出してください。
また、キツネや猫、カラスなどに荒らされないようにポリ容器やネットなどで保護をしてください。

【お問い合わせ先】町民課　生活環境係（電話 ２－２４５３）

ペットボトルのラベルとキャップは外しましょう！

【指定ゴミ袋・大型ゴミ用シールの料金】
燃やすゴミ・燃やさないゴミ用  （大）40リットル　1袋　　5枚入  （中）20リットル　1袋　10枚入  （小）10リットル　1袋　10枚入

600円 600円 300円
大型ゴミ用シール 1枚　200円

　資　源　ゴ　ミ　用 （中）２０リットル　１袋　１０枚入
300円

【ご自分でゴミを処理する場合】
　ご自分でゴミを処理する場合は、きちんと分別してから下記のそれぞれの処理施設に搬入してください。
燃やすゴミ・燃やす粗大ゴミ・大型ゴミ（燃やすゴミ）　　〜リレーポート山越（豊津）
　●休業日／日曜日・年末年始　●受入時間／８：３０～１６：３０　（TEL 5-3535）
燃やさないゴミ・資源ゴミ・大型ゴミ（燃やさないゴミ）　〜長万部町清掃センター（双葉�）
　●休業日／土・日　年末年始　●受入時間／８：３０～１６：３０　（TEL 2-3322）
　※直接搬入の料金は重量20kgにつき100円 （ 基礎単位未満の場合も基礎単位の料金 ） 
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～午前７時までにゴミステーションへ！～

　ゴールデンウィーク期間中は、交通渋滞が予想さ
れますので、ゴミの収集時間を変更します。
　午前７時までに決められたゴミステーションに出
してください。

■５月３日（土）から
　５月６日（火）まで
　※土・日曜日は収集しません

ゴールデンウィーク期間中は
ゴミの収集時間を変更します

第75回北海道植樹祭開催
～今年は「道立四季の杜公園」～

道では、将来を担う若い世代をはじめとする道民
の森林づくりに対する理解を深めることを目的に
「北海道植樹祭」を開催しております。
今年は道南（函館市）において開催しますので、

多くのみなさんのご参加をお待ちしております。
◉日時　５月11日（日）10：30～
◉場所　道立道南四季の杜公園（函館市亀田中野町）
◉内容　式典・植樹・木育ひろばなど
※各地域から無料送迎バスを用意いたします。
　詳しくはＱＲコードからご確認ください。

【お問い合わせ先】
北海道水産林務部森林海洋環境局
森林海洋環境課木育推進係（☎ 011-204-5515）

 

 

 宗教法人乗蓮寺 いずみ保育園 お気軽にお問い合わせください。☎2-3592   

 

 

 

 

 
 

 

年齢・資格問いません。

調理師さん・経験者さん大歓迎

資格のある方、家庭的な雰囲気の中で

一緒に保育しませんか

調理員さん募集

保育士さん募集

勤務時間等

相談にて

♡

（有料広告）

　長万部町と包括連携協定を締結している東京理科大学がオープンカレッジの町民割引を実施します。
◉会　場　ＺＯＯＭによるオンライン
◉申込み　東京理科大学オープンカレッジＷｅｂサイトから申込みください。
◉対　象　長万部町在住の方
【お問い合わせ先】東京理科大学オープンカレッジ事務局（☎０３－５２２７－６２６８）

東京理科大学　オープンカレッジ（割引講座）

講座タイトル 講師 講師肩書 日程 受講料
（割引後）

定員
(オンライン)

宇宙が教えてくれる健康長
寿社会を実現する方法 柳田　信也

東京理科大学　教養教育研究院
野田キャンパス教養部　教授／博士

（理学）
5月17日（土）

10:30～12:00 3,000 50

植物の生き方・人との共生 朽津　和幸 東京理科大学 創域理工学部
生命生物科学科 教授／理学博士

5月17日（土）・24日（土）
13:30～15:30 6,000 50

身近な薬の効用とリスク：
解熱鎮痛薬 斎藤　顕宜 東京理科大学　薬学部

薬学科　教授／博士（薬学）
5月23日（金）

19:00～20:30 3,000 50

光の不思議 目黒多加志 東京理科大学　名誉教授／工学博士 5月23日（金）
18:30～20:30 3,000 50

ウイルスと鬼と妖怪と 武村　政春
東京理科大学　教養教育研究院
神楽坂キャンパス教養部　教授／博
士（医学）

7月11日（金）
18:30～20:00 3,000 50

メガバンク出身YouTuber
がやさしく教える！
新NISAの始め方

小林　亮平 資産運用YouTuber 5月31日（土）
13:00～14:30 3,500 50

もっとととのう！
サウナ愛が広がる極上のト
リビア（世界編）

中山眞喜男 公益社団法人日本サウナ・スパ協会
技術顧問

7月4日（金）
18:30～20:00 3,500 50
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土地の売買・賃借・交
換・営業譲渡など、一定
面積以上の土地取引に係
る契約をした場合には、
国土利用計画法の規定に
より、その土地が所在す
る市町村に届出が必要です。
【届出の対象となる面積（長万部町の場合)】
・都市計画区域内は５，０００㎡以上
・都市計画区域外は１０,０００㎡以上
【届出者】
土地の権利取得者（買主等）�

【届出期限】�
契約締結日から２週間以内（契約締結日を含む）

※�提出期限を過ぎた場合でも、届出書の提出にご協
力願います。�

【提出書類】　
各３部�（土地売買等届出書、土地売買等契約書の

写し、土地の位置を明らかにした縮尺５万分の１以
上の地形図、土地及びその付近の状況を明らかにし
た５千分の１以上の図面、土地の形状を明らかにし
た図面、委任状（代理人が届出する場合））
【罰則】届出をしないと法律で罰せられることがあ
ります。�
【届出・お問い合わせ先】
新幹線推進課　☎２ー２４５０
※提出様式や制度の詳細は
ホームページをご覧ください。

一定面積以上の土地取引には一定面積以上の土地取引には

届出が必要です！届出が必要です！

交 通 安 全 コ ー ナ ー

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動
新入学・新学期を迎え真新しいランドセルを背負った子ど

もや、通園カバンを肩にかけた子どもの姿が目につきます。
子どもの事故で圧倒的に多いのは ｢飛び出し｣ です。子ど

もを見かけたらアクセルをゆるめ、特に慎重な運転を心がけ
ましょう！！

４月６日（日）～４月１５日（火）

の～んびりいこうやの～んびりいこうや

「春の道　譲る気持ちに　笑顔サク」

◆採用人員　一般行政・建築技術・土木系技術
　　　　　　各２名
◆採用時期　令和７年７月１日
◆申込期限　４月17日（木）※郵送の場合は必着
◆試　　験　書類選考・面接試験（詳細後日連絡）
◆試験場所　長万部町役場
※�その他、職務内容・応募資格・
提出書類等の詳細については、
ＨＰでご確認ください。

【お問い合わせ・申込先】
〒049-3592　山越郡長万部町字長万部453番地１
長万部町役場総務課総務係
（☎01377−2−2451）

長万部町職員募集長万部町職員募集
一般行政・建築技術・土木系技術一般行政・建築技術・土木系技術

長万部町では、次により職員を募集します。

広報３月号８ページ「長万部の教育コーナー
栄光の記録」にもれがありましたので、お詫び
申し上げますとともに、追記いたします。
長万部中学校【体育活動】◆柔道
●渡島管内中学校柔道大会
　小山礼翔（73㎏級優勝）
　澁田　颯（50㎏級準優勝）
　金谷茉穗（44㎏級優勝）
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町立病院からのお知らせ
◆４月の外来診療についてお知らせします◆

診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。
地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただくなど、適正受診にご協力をお願いいたします。

★４月の外来診療日は１４日と２８日になります。   ★診療は函館中央病院が担当します。
★５月の外来診療日は１９日と２６日になります。   ★診療は予約制で２０名までとなります。

【整形外科】毎月第２・第４月曜日診療（祝日等の場合は休診または変更となります。）【診療時間】午後１時30分～午後３時30分

※都合により医師の変更または休診となる場合があります。� 【ご予約・お問い合わせ先】　長万部町立病院　☎２－５６１１

★４月の外来診療日は１６日になります。    ★診療は吉田眼科（函館市）が担当します。
★５月の外来診療はありません。     ★診療は予約制で６０名までとなります。

【眼　　科】偶数月の第３水曜日診療（祝日等の場合は休診または変更となります。）【診療時間】午前10時～午後１時

内
　
　
　
　
　
科

３１日（月） １日（火） ２日（水） ３日（木） ４日（金）
午 前 古 川 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 古 川 医 師 木 村 医 師 古 川 医 師 木 村 医 師

７日（月） ８日（火） ９日（水） １０日（木） １１日（金）
午 前 古 川 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 古 川 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 古 川 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 古 川 医 師

１４日（月） １５日（火） １６日（水） １７日（木） １８日（金）
午 前 古 川 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 古 川 医 師 木 村 医 師 古 川 医 師 木 村 医 師

２１日（月） ２２日（火） ２３日（水） ２４日（木） ２５日（金）
午 前 古 川 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 古 川 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 古 川 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 古 川 医 師

２８日（月） ２９日（火） ３０日（水） １日（木） ２日（金）
午 前 古 川 医 師 休 　 診 伊 藤 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 木 村 医 師 古 川 医 師 木 村 医 師

★午前・午後の担当医師をよくご確認のうえ受診願います。　
★健康診断は完全予約制となります。希望する方は電話予約をお願いします。
【内科受付時間】　午前８時３０分～１１時３０分　　午後１時３０分～３時

小
児
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 休 　 診 出 張 医（ 北 大 ） 休 　 診 休 　 診 出 張 医（ 北 大 ）午 後

★小児科については診療開始時間が９時３０分頃からとなります。
★４月２５日(金)は健診等のため、午後の診療が２時過ぎからとなります。
【小児科受付時間】　午前９時～１０時３０分　　午後１時３０分～３時３０分
※当面の間、小児科は予約制となりますので事前に電話予約をお願いします。

【外科受付時間】　午前８時３０分～１１時３０分　　午後１時３０分～３時

★毎週月曜日と木曜日の午後診療は休診となります。　
★４月２９日(火)は休診となります。

外
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 明 戸 医 師 明 戸 医 師 明 戸 医 師 明 戸 医 師 明 戸 医 師午 後 休 　 診 休 　 診

看護師及び介護福祉士・看護補助員（病棟）の募集

◉募集内容　看護師　若干名（正職員・会計年度任用職員・パート）
　　　　　　介護福祉士・看護補助員（病棟）若干名
　　　　　　（会計年度任用職員・パート）
◉応募資格　看護師・介護福祉士の資格を有している方
　　　　　　（看護補助員は資格不要）
◉提出書類　①履歴書（市販用紙可、要写真貼付）
　　　　　　②資格（免許証）の写し（看護師・介護福祉士のみ）

【お問い合わせ・書類提出先】長万部町立病院庶務係（☎２－５６１１）

町立病院では看護師及び介護福祉士・看護補助員（病棟）を募集しています。
応募される方は関係書類を添えて提出してください。

◉選 考 方 法　書類及び面接により決定
◉応 募 期 限　令和７年４月３０日（水）
◉採用年月日　令和７年６月１日（日）

※ 看護師・介護福祉士・看護補助員(病棟)について、
　数時間・半日・日勤のみ希望の方は要相談
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初めての一人暮らしで気を付けてほしい消費者トラブル初めての一人暮らしで気を付けてほしい消費者トラブル
＝就職・入学など新生活のスタートでつまずかないために=＝就職・入学など新生活のスタートでつまずかないために=

・消費者ホットライン（局番なし）　１８８（函館消費者センターまたは国民生活センターへ繋がります）
・北海道立消費生活センター　相談専用電話　０５０－７５０５－０９９９（平日９：００～１６：３０）
・長万部町産業振興課　☎２－２４５５

【連絡先】　◎困ったときは、まず、相談を！

消 費 者 相 談 啓 発

　４月は新社会人や学生などが一人暮らしを始める時期です。初めての一人暮らしでは、これまでに体験したことのない
さまざまな契約を自分自身ですることになり、中には複雑な契約や高額な契約もあります。
　そこで、初めての一人暮らしで気を付けてほしい消費者トラブルを紹介します。十分にご注意ください。
　①退去時の原状回復などの「住宅の賃貸借」トラブル
　　・契約時：契約書類の記載内容や賃貸住宅の現状をよく確認しましょう。
　　・入居中：入居中にトラブルが起きたら、すぐに貸主側に相談しましょう。
　　・退去時：清算内容をよく確認し、納得できない点は貸主側に説明を求めましょう。
　②引越しや不用品回収などの「引越し関連」トラブル
　　・引越しサービスの契約時は約款をよく確認し、価格とサービス内容も十分に検討しましょう。
　　・引越し完了後はすぐに荷物の状態を確認しましょう。
　　・不用品はお住いの市町村が案内するルールで処分しましょう。
　③新生活を狙った「訪問販売」トラブル
　　・その場ですぐに契約せず、不安や不審な点があれば家族や身近な人に相談！
　　・不要な契約であればきっぱり断りましょう。
　　・訪問販売で契約した場合はクーリング・オフができる場合があります。
　④新生活でも気を付けたい「もうけ話」トラブル
　　・うまい話に飛びつかないようにしましょう。
　　・知り合った相手から「簡単に稼げる」などと勧誘されても、うのみにしない！
　　・借金をしてまで投資や副業等のためにお金を支払うことはやめましょう。
　⑤スマホやネット回線などの「通信契約」トラブル
　　・料金プランやサービス内容を書面でもしっかり確認し、説明を受けましょう。
　　・転居時にネット回線契約を変更する際にも契約条件などをよく確認しましょう。

春は空気が乾燥し、風が強く吹くなど小さな火元から火災になることが多い季節です。
特に、子どもの火遊び・煙草の投げ捨て・野焼きの拡大による火災が多いことから、私たちの不注意や油断などに

より発生する火災が多いと言えます。
火災を出さない環境づくりと「火の用心」の心を忘れず、かけがえのない命や大切な財産を火災から守りましょう。

また、火災予防期間中に消防職員と消防団員が、住宅防火点検のため伺うことがありますので、ご協力ください。
《住宅用火災警報器について》
ご自宅に設置されている住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災を感知しなくなる

ことがあるため、注意が必要です。寿命とされている１０年を目安に、本体ごと新しいものに交換しましょう。

『守りたい｠
　未来があるから｠火の用心』

春の全道火災予防運動

４月20日～４月30日
【お問い合わせ先】
  長万部町消防本部　予防係（☎２－２０４９）



35

令和７年度    まる元運動教室のご案内（一般介護予防事業）

見学・体験もできますのでお気軽にお問い合わせください！

長万部町役場　保健福祉課包括支援係　☎２－２０１６

歩くのが辛くなってきた、一人でいる時間が多い、運動したいけどなにをすればよいかわからない…。�
そんな方はいませんか？�町では、「地域まるごと元気アッププログラム（まる元）」を開催しています。
専門の健康運動指導士の指導の下、筋力体操や脳のトレーニングを行っており、参加者全員が楽しめるよ

うな内容となっています。毎回笑いが絶えなく楽しい雰囲気の空間です。あなたも参加してみませんか？

○日　　程　毎週 金曜日　新年度は４月４日より開始
○場所・時間　静 狩 地 区　　静狩振興会館　１０：００～１１：００
　　　　　　国 縫 地 区　　国縫振興会館　１３：００～１４：００
　　　　　　長万部地区　　福祉センター　１４：４５～１５：４５
○対 象 者　おおむね６５歳以上の町民
○参 加 費　毎月�１，０００円
○持 ち 物　上靴（運動しやすい靴）、汗ふきタオル、水分　　　　　　　　　　　　　　　

みんなで一緒に
声を出しながら、
合図に合わせて
隣の人とタッチ！

所在地　長万部町社会福祉協議会
電　話　６－７７１１
時　間　８：３０～１７：１５（土日祝、年末年始を除く）

所在地：長万部町役場内
電話：2－2016　FAX：2－2931
相談時間 8：30～17：15（土日祝、年末年始を除く）

モルックやボッチャ
など楽しいゲームも
しています！

どんなことをしているの？　～教室の内容の一部を紹介～

今回訪問した学生４名はふれあいハイムの
飾り製作や一人暮らしの方の話し相手やここ
たまひろばのお手伝い他たくさんの活動に関
わってくれた学生達でした。後日、入居者の
方々も喜んでくれていたと聞きましたので訪
問して良かったと思います。対応していただ
いたふれあいハイムの職員の方々、ありがと
うございました。

昨年の１月に退寮した理科大生が春休み期間中、ここ
たまへ遊びに来てくれました。思い出話をしていた時に
「ふれあいハイムへ行けなかったことが心残り、入居者
の方々とお話をしたかった」と言っていたのでダメだろ
うなあ…と思いながらもふれあいハイムの職員の方に連
絡したところ快諾してくれ、学生４名と訪問することが
できました。急だったにもかかわらず「大学生とお話し
しませんか？」とお知らせまで作っていただいてとても
嬉しかったです。
１時間ほどの訪問でしたが、時間が経つにつれ学生達

は場所を移動したり、二手に分かれて話をしたりと集ま
ってくれた方と「とても楽しかった。また、来るから元
気でいてね！」と手を握りながら別れの挨拶をしていま
した。

理科大生とふれあいハイムへ訪問
～３月５日（水）楽しくおしゃべり～

クラフトでかご作りも体験！
（上の写真は学生が作った作品です）
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■年金相談�
　厚生年金・国民年金等の相談
○�次回の年金相談は６月３日㈫です。
▶時間
　①11：00～12：00　②13：00～15：00
▶場所　役場２階会議室
※�町民課に５日前までに予約くださ
い。

※��受付人数に限りがございますので、
ご了承願います。

　�４、５月は年金相談を開設しませ
んので、相談事がありましたら、
下記までお問い合わせください。

【予約・お問い合わせ先】　
町民課戸籍医療年金係（☎2-2453）
函館年金事務所（☎0138-31-9086）
※音声案内が流れます
　年金の請求・受給　１→２
　資格・免除申請　２→２

■身体障がい者相談�
　身体障がいのある方のお悩み相談
▶日時　４月８日㈫　13：30～15：30
▶場所　役場１階相談室
◎身体障がい者相談員�
　竹政　良記（高砂町）
※�お電話による相談も受け付けてお
ります。

【お問い合わせ先】
保健福祉課福祉係（☎2－2454）

■行政相談�
　身近な話題で、行政にご要望はあ
りませんか？
▶日時　４月10日㈭　13：00～15：00
▶場所　役場２階小会議室
◎行政相談委員
　山中　克子（大浜）
※�お電話による相談も受け付けてお
ります。

【お問い合わせ先】
保健福祉課福祉係（☎2－2454）

■人権相談�
　人権問題・家庭問題などの悩みは
ありませんか？法務大臣より委嘱を
受けた人権擁護委員が、随時ご相談
に応じています。相談内容は一切秘
密が守られ、無料で相談できますの
で、お気軽にご相談ください。
◎人権擁護委員
　石垣　聖子　（大　浜）
　村上　勝子　（南栄町）
　髙井　優一　（温泉町）
※�お電話による相談も受け付けてお
ります。

◎みんなの人権110番
　（全国共通人権相談ダイヤル）

　☎0570-003-110

■介護認定調査員募集�
　町では、介護保険の認定調査に従
事する方を募集します。
　応募される方は、関係書類を応募
期限までに提出してください。
▶業務内容
　要介護認定等の申請に基づいて高
齢者の自宅や入院先などを訪問し要
介護認定調査を実施します。
　調査した内容を「認定調査票」に
記載して町に提出します。
▶資格等
　次に掲げる項目のすべてを満たす方
①�保健・福祉・医療に関する資格を
有する方

②�介護サービスを提供する事業所に
所属していない方

③�認定調査員研修を修了又は今後実
施する認定調査員研修を受講でき
る方

▶募集人数　若干名
▶報酬
　�１件あたり4,000円（月４～８件
程度）

▶提出書類
・履歴書又は身上書
　（市販用紙可。要写真添付）
・�保健・福祉・医療に関する資格を
有することが証明できる書類の写
し

▶応募期限　令和７年４月７日㈪
※郵送の場合は必着
▶選考方法　書類選考により決定
【お問い合わせ先】
保健福祉課介護支援係（☎2-2454）

相 談求 人

【お問い合わせ先】まちづくり推進課企画係（☎2－2450）

　あなたのお店や会社をご紹介します！広報紙は
長万部町内の全世帯に配布されますので、宣伝効
果が期待できます。掲載をご希望される方は、お
気軽にご相談ください！
　町ホームページのバナー広告も随時募集してお
ります。

4.5㎝×  8.8㎝　…………　１回　2,500円
4.5㎝×17.8㎝　…………　１回　5,000円
9.5㎝×17.8㎝　…………　１回 12,000円

（有料広告）

掲載料

広報「おしゃまんべ」に広告を掲載しませんか！（12,000円の例）

私たちと一緒に働きませんか！私たちと一緒に働きませんか！
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■寄附� （敬称略）�
　次の方々より、寄附がありました。
紙上をかりて厚くお礼申し上げます。
◆長万部町社会福祉協議会へ
・宗教法人善導寺� 100,000円
　石山　祐道（陣屋町）
　〈香典返しに替えて〉
・杉村　静子（富　野）� 50,000円
　〈香典返しに替えて〉
・匿名（高砂町）� 50,000円
　〈香典返しに替えて〉
・北海道遊技事業協同組合
　理事長　合田　康広� 10,000円
　〈社会福祉資金に〉
・㈲柴山保険事務所（本町）� 10,000円
　〈社会福祉資金に〉
◆長万部長愛会へ
・杉村　静子（富　野）� 50,000円
　〈香典返しに替えて〉

■企業版ふるさと納税（敬称略）
　企業版ふるさと納税制度を活用し、
次の方より寄附がありました。
紙上をかりて厚くお礼申し上げます。
・㈱トヨタレンタリース函館
　代表取締役　河村　祥史（函館市）

■YOSAKOIソーラン祭り
　市民審査員募集
　演舞を観て感じた『感動』が審査
基準のため、特別な技術や知識は必
要ありません。
▶と　き
　６月７日㈯　９：30～19：00
　　　８日㈰　９：30～21：00
　　　　　　　の中で３～４時間
▶ところ　
　札幌市中央区　大通公園周辺
▶活動内容
　YOSAKOIソーラン祭りにおける
演舞の審査
▶定　員　　180人程度（抽選）
▶申込み
　４月１日～４月25日
　HP、FAX、郵送で申し込みくだ
さい
※応募用紙はＨＰから入手可
【お問い合わせ先】
YOSAKOIソーラン祭り実行委員会
〒060-0001
札幌市中央区北１条西２丁目
北海道経済センター４階　
☎011-231-4351
FAX011-233-4351
ＨＰ　https://www.yosakoi-soran.jp/

お 礼

生 活

■ガス・上下水道の検針日
　４月の水道・ガス・下水道の検針
日は、次のとおりです。

15日(火)　16日(水)
17日(木)　18日(金)

■ガス料金表（税抜額）

　政府支援により、ガス料金は1㎥
あたり税込５円を値引します。
【お問い合わせ先】
水道ガス課（☎2-2862）

■調理師試験の実施�
▶試験日時
　令和７年８月28日㈭
　13：30～16：00（２時間30分）
▶試験地　函館市
※八雲保健所管内にお住まいの方
▶試験科目及び試験方法
　食文化概論、公衆衛生学、栄養学、
食品学、食品衛生学及び調理理論に
ついて筆記試験を実施する。
▶受験資格
　学校教育法第57条に基づく高等学
校入学資格を有する者であって、学
校・病院・社会福祉施設等の給食施
設、飲食店営業、魚介類販売業、そ
うざい製造業、複合型そうざい製造
業において令和７年５月16日までに
２年以上調理の業務に従事した者。
▶受験願書の提出先及び受付期間
○提出先：最寄りの保健所に提出
○受付期限：５月16日㈮まで
※�願書用紙等は八雲保健所及び今金
支所で無料配布

※�経歴証明書を職場で記入していた
だく必要がございますので、お早
めにご準備ください。

▶受験手数料　6,900円
※北海道収入証紙
▶合格発表　令和７年10月10日㈮
※�詳しくは八雲保健所までお問い合
わせください。

　☎0137-63-2168

■老人福祉バス運行日程�
①静狩方面
　４／９（水）、４／17（木）、
　４／23（水）
②高砂・陣屋・温泉方面
　４／17（木）
③双葉方面
　４／10（木）、４／15（火）、
　４／24（木）
④富野・南栄・新開・大浜方面
　４／15（火）
⑤豊野・国縫方面
　４／７（月）、４／22（火）
⑥旭浜・元町・本町・大町・曙方面
　４／７（月）、４／22（火）
※�買い物・通院などの目的で利用で
きます。

※�停車場所や時刻などが掲載された
日程表は保健福祉課で配布してお
ります。

【お問い合わせ先】
保健福祉課福祉係（☎2－2454）

■４月の優良運転者講習�
【長万部町】
４月17日㈭　優良講習のみ（18：30～）
▶会場　福祉センター
【八雲町】
４月９日㈬　優良講習（13：00～）
　　　　　　違反講習（14：15～）
４月10日㈭　一般講習（13：00～）
　　　　　　初回講習（14:45～）
▼会場　八雲町民センター
ご注意　長万部町で講習を受ける
場合は、必ず事前に八雲警察署で
手続きを行ってください。

■災害義援金募集のお知らせ�
　みなさまのご支援をお願いします！
【現在募集中の義援金】
◎ウクライナ人道危機救援金
　受付期間：令和８年３月31日まで

2,089,018円
◎令和６年能登半島地震災害義援金
　受付期間：令和７年12月26日まで

1,574,887円
◎�令和６年９月能登半島大雨災害義
援金

　受付期間：令和７年12月26日まで
０円

◎�令和７年大船渡市赤崎町林野火災
義援金

　受付期間：令和７年６月30日まで
０円

※�上記の各義援金の金額は３/19現
在の窓口及び募金箱の合計金額で
す。

受付窓口
☆日本赤十字社長万部町分区
　（保 健 福 祉 課　☎2－2454）
☆長万部町共同募金委員会
　（社会福祉協議会　☎6－7711）

区分
基本料金

調整単位料金(㎥ )
Ａ群

0～13㎥
1,050円�

416円38銭
Ｂ群

14～57㎥
1,700円�

362円28銭
Ｃ群

58㎥以上
4,500円�

311円08銭
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〜 国民年金の掛け金は忘れずに納めましょう 〜〜 国民年金の掛け金は忘れずに納めましょう 〜
＝年金は世代と世代の支え合い＝

・町 民 課 戸 籍 医 療 年 金 係　（ＴＥＬ　２－２４５３）　
・函館年金事務所　国民年金課　（ＴＥＬ　０１３８－５６－１１６５）

「学生納付特例制度」の「学生納付特例制度」の
申請は毎年必要です！申請は毎年必要です！

お問い合わせ先

「学生納付特例制度」の申請は毎年必要です！
日本国内に住むすべての方は、２０歳になった時から国民年金の

被保険者となり、保険料の納付が義務づけられていますが、学生には、
申請により在学中の保険料の納付が猶与される「学生納付特例制度」
があります。

もしも、何も手続きせずに未納のまま放っておくと、将来の年金
に影響がでたり、もしもの時の障害年金がもらえなくなってしまいます。

◇対象となる学生
大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校、各種学校※に在学する２０歳以上の学生。（※学

校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程のある学校）
ただし、学生本人の前年所得が１２８万円＋扶養親族等の数×３８万円以下であること。

◇承認期間は？
　４月（在学中に２０歳になる方は誕生月）から翌年の３月までです。申請は毎年必要となります。

◇申請先は？
役場町民課またはお近くの年金事務所に、申請書類を提出してください。
※ ただし、前年度に学生納付特例を承認された方については、翌年度も引き続き同じ学校に在学予定の方に、

ハガキ形式の申請書が４月に送付されるので、必要事項を記入してポスト投函することで、簡単に申請手続
きができます。

【オススメ！】�マイナンバーカードをお持ちの方は、インターネット（マイナポータル）から申請ができます。
２４時間どこからでも申請でき、処理状況や申請結果も確認できますので、ぜひご利用下さい！

☆ マイナポータルとねんきんネットを連携することで、対象の方にお知らせが届き、もっと簡単に電子申請がで
きます。（詳しくは、「ねんきんネット」で検索を！）
なお、既に連携済の方には、4月上旬に日本年金機構から、マイナポータルにお知らせが届きます。

◇申請に必要なもの
○学生証のコピー、または在学証明書　○年金手帳または基礎年金番号通知書

◇承認された場合、将来受け取る年金額はどうなるの？
将来受け取る年金の受給資格期間には算入されます。ただし、年金額には反映されません！

　※承認を受けてから１０年以内であれば、さかのぼって納めることができます。
　　老齢基礎年金の受給額を満額にするためにも、卒業後は追納をおすすめします！

【ご注意】�学生納付特例の承認を受けた方が、承認期間の途中で退学等の理由により学生でなくなった時は、届
出が必要です。

○日本年金機構からのお知らせです○
日本年金機構では２０歳になられた方向けに国民年金制度の内容やメリット、保険料の納付方法や免除の手続き

などをわかりやすく動画でご案内しています。
▽動画はこちら▽
　（URL）「国民年金の加入と保険料のご案内」

　　　　　https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html
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この広報誌は再生紙を使っています。

世　帯 ２, ７７４�世帯
人　口 ４, ６９５� 人
男 ２, ２３２� 人
女 ２, ４６３� 人

前月比 ４� 人
（２月２８日現在）

　
３
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式
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め
、
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の
季
節
で
あ
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ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
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の
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り
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っ
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る
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ま
し
た
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月
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い
の
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節
で
す
。
新
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い
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人
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る
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し
み
な
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い
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で
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不
安
が
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り
交
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、
複
雑
な
と
こ
ろ
と
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た
と
こ
ろ
で
し
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か
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今
で
は
大
き
な
顔
を
し
て
お
り
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す
が
、
私
の

役
場
に
入
っ
た
と
き
の
気
持
ち
は
、
ち
ゃ
ん
と
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事
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
で
大
丈
夫
な
の
だ

ろ
う
か
。
と
不
安
の
方
が
大
き
か
っ
た
思
い
が
あ

り
ま
す
。
結
論
は
何
と
か
な
っ
て
い
る
の
で
大
丈

夫
で
す
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新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
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ま
れ
る
み
な
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ん
。
引

き
続
き
元
気
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！（
Ｔ
）

おくやみ もうしあげます
氏　　名 年　齢 月　日 住　所

田　中　稔　明 ６８歳 ２月９日 豊　津

澁　田　ツ　セ ９６歳 ２月15日 静　狩

佐々木　ミ　ツ ９２歳 ２月17日 大　町

村　田　知栄子 ９４歳 ２月18日 双　葉

白　井　捷　一 ８６歳 ２月20日 陣屋町

新　谷　博　子 ８０歳 ２月24日 高砂町

上　村　元　子 ７４歳 ３月３日 大　浜

松　井　孝　夫 ７３歳 ３月３日 大　浜

荒　木　タ　イ ９１歳 ３月９日 南栄町

山　口　シズ子 ９３歳 ３月10日 温泉町

増　山　惠美子 ９４歳 ３月13日 新開町

大　瀧　　　董 ８５歳 ３月14日 陣屋町

〔令和7年2月15日～令和7年3月14日受付分〕（敬称略）

おたんじょう おめでとう
おなまえ 生まれた月日 父母の名 住　所

今月は届け出がありません。

いつまでも おしあわせに
夫の氏名 妻の氏名 届出日

北　村　大　紘 ＝ 中　野　　　桃 ３月８日

４月 事　業　名　等 会　　　場 時　間

１ 火

２ 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

３ 木

４ 金

◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00

◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00

◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター � 講堂 14:45～15:45

５ 土

６ 日

７ 月

８ 火 ◆身体障がい者相談 役 場 １ 階 相 談 室 13:30～15:30

９ 水

◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 長万部町デイサービスセンター � 9:30～11:30

◆ガヤガヤ運動教室（旭浜） 旭 浜 生 活 館 13:30～15:00

10 木 ◆行政相談 役 場 ２ 階 小 会 議 室 13:00～15:00

11 金

◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 � 9:00～10:00

◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 12:00～13:00

◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター � 講堂 13:45～14:45

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

◆すくすく教室・のびのび広場 子育て支援センター 10:00～11:30

◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 長万部町デイサービスセンター � 8:30～10:30

17 木 ◆優良運転者講習 福 祉 セ ン タ ー 18:30～� 　　

18 金

◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 � 9:00～10:00

◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 12:00～13:00

◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター � 講堂 13:45～14:45

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 長万部町デイサービスセンター � 9:30～11:30

◆ガヤガヤ運動教室（旭浜） 旭 浜 生 活 館 12:30～14:00

24 木

25 金

◆乳児健康診査・乳幼児健康相談・ＢＣＧ接種 ふれあい健康センター 13:00～13:30

◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 � 9:00～10:00

◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 12:00～13:00

◆まる元運動教室（字長万部） 福祉センター � 講堂 13:45～14:45

26 土

27 日

28 月 ◆健康教室（大浜） 大 浜 振 興 会 館 10:00～11:30

29 火 昭和の日

30 水
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 長万部町デイサービスセンター � 9:30～11:30

５月 事　業　名　等 会　　　場 時　間

１ 木

２ 金

３ 土 憲法記念日

４ 日 みどりの日

５ 月 こどもの日

６ 火 振替休日

７ 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
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まちの話題を写真で紹介

長小ブラスバンド部　送別演奏会 第17回全日本下の句歌留多協会長万部大会


